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(57)【要約】
　本発明は、特にまつ毛等のケラチン繊維をコーティングするための組成物、好ましくは
化粧用組成物であって、- 水性相、- 界面活性剤の含有率が、組成物の総質量に対して15
質量%以上である、水性相を構造化する界面活性剤系によって形成されたラメラ相Lβ、- 
組成物の総質量に対して3質量%以上の固体の含有率で存在する、1500から500000g/molの
範囲の質量平均分子量Mwを有する少なくとも1種の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマ
ーを含む組成物に関する。本発明はまた、ケラチン繊維をコーティングするための方法に
関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特にまつ毛等のケラチン繊維をコーティングするための、組成物、好ましくは化粧用組
成物であって、
-　水性相、
-　界面活性剤の含有率が、組成物の総質量に対して15質量%以上である、水性相を構造化
する界面活性剤系によって形成されたラメラ相Lβ、
-　組成物の総質量に対して1質量%以上の固体の含有率で存在する、1500から500000g/mol
の範囲の質量平均分子量Mwを有する少なくとも1種の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリ
マー
を含む組成物。
【請求項２】
　界面活性剤系が、少なくとも1種の非イオン性界面活性剤を含み、好ましくは、前記界
面活性剤系が、組成物の総質量に対して15質量%以上の総含有量の非イオン性界面活性剤
を含む、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　界面活性剤系が、
* 25℃でのHLB値が8未満の少なくとも1種の非イオン性界面活性剤と、
* 25℃でのHLB値が8以上の少なくとも1種の非イオン性界面活性剤と
を含み、
25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤の中の少なくとも1種及び25℃でのHLB値が
8以上の非イオン性界面活性剤の中の少なくとも1種が、下記式(I):
(ALK-[C(O)]a-[O]b)c-X (I)
[式(I)中、
-　ALKは、C7～C23、好ましくはC11～C21、より優先的にはC15～C17アルキル基であり、
-　a及びbは、0から100の間の整数であり、cは、1から100の間、特に1から3の間の整数で
あり、好ましくは1に等しく、a及びbは、好ましくは0又は1に等しく、
-　Xは、ヒドロキシル基で任意選択で置換及び/又は終端された(ポリ)オキシアルキレン
基であり、Xは、好ましくは、オキシエチレン基(CH2CH2O)n又は(OCH2CH2)n(式中、nは、1
以上、例えば1から200の間である)であり、前記(ポリ)オキシアルキレン基は、好ましく
は、ポリエチレングリコールであるか、又はヒドロキシル基の少なくとも1つの置換によ
って生じるものであり、好ましくは(ポリ)グリセロールから選択される]
に相当する、請求項1又は2に記載の組成物。
【請求項４】
　X基が、
i) HO-(ALK-O)z-CH2-CH[(OALK)y-OH]-CH2-(O-ALK)x-(*)
(式中、
-　ALKは、同一であっても異なっていてもよく、C1～C6、特にC1～C4アルキレン基、好ま
しくはエチレンを表し、
-　x、y及びzは、0から200の間の整数であり、x+y+zは、0以外であり、x+y+zは、好まし
くは両端を含めて1から150の間であり、特に20から60の間であると理解される)、
ii) H-(ALK-O)x-(*)及びH-(O-ALK)x-(*)、好ましくはH-(O-ALK)x-(*)
(式中、
-　ALKは、同一であっても異なっていてもよく、C1～C6、特にC1～C4アルキレン基、好ま
しくはエチレンを表し、
-　xは、0以外、好ましくは1から200の間の整数である)
から選択される、請求項3に記載の組成物。
【請求項５】
　25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤及び25℃でのHLB値が8以上の非イオン性
界面活性剤の中の少なくとも1種、好ましくは、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面
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活性剤及び25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤が、
・下記式(I'):
ALK-(O-CH2-CH2)n-OH (I')
[式(I')中、
-　ALKは、C8～C24、好ましくはC12～C22、より優先的にはC16～C18アルキル基であり、
nは、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤については、0以外、1から200の間、
好ましくは1から10の間、更に良好には2から6の間の整数であり、25℃でのHLB値が8以上
の非イオン性界面活性剤については、好ましくは20から200の間の整数である]
に相当するもの、
・下記式(I''):
(ALK-[C(O)]a-[O]b)c-(Gly)d (I'')
[式(I'')中、
-　ALKは、C7～C23、好ましくはC11～C21、より優先的にはC15～C17アルキル基であり、
-　a及びbは、0から100の間の整数であり、cは、1から100の間、特に1から3の間の整数で
あり、好ましくは1に等しく、a及びbは、好ましくは0又は1に等しく、
-　Glyは、ヒドロキシル基で任意選択で置換及び/又は終端されたグリセロール基であり
、特に、-OH官能基のうちの少なくとも1個、優先的には1個のみの-OH官能基は、(ALK-[C(
O)]a-[O]b)c基、優先的にはALK-(CO)-Oで置換されており、
-　dは、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤については、1から20の間、好ま
しくは1から12の間、好ましくは1から2の間の整数であり、25℃でのHLB値が8以上の非イ
オン性界面活性剤については、4から20の間の整数である]
に相当するもの、
・及びこれらの混合物
から選択される、請求項3又は4に記載の組成物。
【請求項６】
　25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤が、
-　(ポリ)オキシアルキレン化単糖エステル及びエーテル、
-　脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、(ポリ)オキシアルキレン化
ポリオール、とりわけ(ポリ)オキシアルキレン化グリセロール又は(ポリ)オキシアルキレ
ン化ソルビトール、好ましくは(ポリ)オキシアルキレン化グリセロールとのエステル、
-　脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、優先的には1個又は2個のグ
リセロール基を含む、(ポリ)グリセロールとのエステル、
-　(ポリ)オキシアルキレン化アルコール、
並びにこれらの混合物、好ましくは、1から10個のオキシエチレン単位を好ましくは含む(
ポリ)オキシアルキレン化アルコール
から選択される、請求項3、4又は5に記載の組成物。
【請求項７】
　25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤が、C8～C24脂肪族アルコールとポリエ
チレングリコールとのエーテルを含む(ポリ)オキシアルキレン化アルコールを含み、前記
エーテルが、1から10個、更に良好には2から6個の間のエチレングリコール単位を含む、
請求項3から6のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　25℃でのHLB値が8以上、好ましくは10以上の非イオン性界面活性剤が、
-　(ポリ)オキシアルキレン化グリセロールエーテル、
-　(ポリ)オキシアルキレン化アルコール、
-　脂肪酸と(ポリ)オキシアルキレン化ポリエチレングリコールとのエステル、
-　脂肪酸と(ポリ)オキシアルキレン化グリセロールエーテルとのエステル、
-　脂肪酸と(ポリ)オキシアルキレン化ソルビトールエーテルとのエステル、
-　脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、優先的には4から20個のグ
リセロール基を含む、ポリグリセロールとのエステル、
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及びこれらの混合物、好ましくは、20から200個のオキシエチレン単位を好ましくは含む(
ポリ)オキシアルキレン化アルコール
から選択される、請求項3から7のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤が、C8～C24脂肪族アルコールとポリエ
チレングリコールとの少なくとも1種のエーテルを含む(ポリ)オキシアルキレン化アルコ
ールを含み、前記エーテルが、少なくとも20個のエチレングリコール単位、更に良好には
20から200個の間のエチレングリコール単位を含む、請求項3から8のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項１０】
　25℃でのHLB値が8以上の式(I)の非イオン性界面活性剤が、組成物の総質量に対して7質
量%以上、好ましくは、組成物の総質量に対して8質量%から25質量%の範囲の含有率で存在
する、請求項3から9のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　25℃でのHLB値が8未満の式(I)の非イオン性界面活性剤が、組成物の総質量に対して5質
量%以上、好ましくは、組成物の総質量に対して8質量%から25質量%の範囲の含有率で存在
する、請求項3から10のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤及び25℃でのHLB値が8以上の非イオン性
界面活性剤が、組成物の総質量に対して15質量%から45質量%の範囲、より特定すると18質
量%から40質量%、更に良好には20質量%から35質量%の範囲の総含有率で存在する、請求項
3から11のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　式(I)の25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤及び式(I)の25℃でのHLB値が8以
上の非イオン性界面活性剤が、式(I)の25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤の
、式(I)の25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤に対する質量比が、1/5から5、
好ましくは1/3から3、好ましくは2/3から3/2の範囲となるような各総含有率で存在する、
請求項3から12のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーが、直鎖状である、請求項1から13のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーが、統計ポリマー及びブロックコポリマー、並
びにこれらの混合物から選択される、請求項1から14のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーが、
* (ポリ)ビニルピロリドンのホモポリマー、
* (ポリ)ビニルピロリドン/(ポリ)酢酸ビニルコポリマー、
* (ポリ)ビニルピロリドン/(メタ)アクリルコポリマー、その塩、そのエステル、
及びこれらの混合物
から選択される、請求項1から15のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　組成物の総質量に対して0から25質量%のワックスを含む、請求項1から16のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項１８】
　組成物の総質量に対して5質量%未満の好ましくは極性のワックス、好ましくはハードワ
ックス及び少なくとも3質量%の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーを含む、請求項1
から17のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　少なくとも10質量%の好ましくは極性のワックス、好ましくはハードワックスを含む、
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請求項1から18のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
　水性相が、組成物の総質量に対して30質量%から80質量%、好ましくは40質量%から70質
量%を占める、請求項1から19のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２１】
　1種又は複数の粉末物質、好ましくは金属酸化物、特に酸化鉄から選択される少なくと
も1種の色素を含む、請求項1から20のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２２】
　ケラチン繊維をコーティングする、特にまつ毛をメイクアップするための方法であって
、請求項1から21のいずれか一項に記載のケラチン繊維をコーティングするための化粧用
組成物を塗布する工程を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケラチン繊維、特にまつ毛又は眉毛をコーティングするための化粧用組成物
に関する。特に、前記化粧用組成物は、まつ毛をメイクアップし、任意選択でケアするた
めの組成物である。本発明はまた、ケラチン繊維をコーティングするための方法、特に、
まつ毛をメイクアップし、任意選択でケアするための方法に関する。本発明はまた、特定
の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　使用される組成物は、特に、マスカラ等のまつ毛用製品、又は眉毛用製品の形態であっ
てよい。より優先的には、本発明は、マスカラに関する。「マスカラ」という用語は、ま
つ毛に塗布することを意図した組成物を意味すると意図され、これは、まつ毛用メイクア
ップ組成物、まつ毛用メイクアップベース(ベースコートとしても知られている)、トップ
コートとしても知られているマスカラの上から塗布される組成物、或いはまつ毛をトリー
トメントするための化粧用組成物であってよい。マスカラは、より特定すると、ヒトのま
つ毛用であるが、つけまつ毛用でもある。
【０００３】
　マスカラは、特に、2つのタイプの配合に従って調製され、水中のワックスの分散体の
形態の、クリームマスカラとして知られている水性マスカラ、有機溶媒中のワックスの分
散体の形態の、ウォータープルーフマスカラとして知られている無水マスカラ又は低含水
率のマスカラである。
【０００４】
　一般的に、無水マスカラは、良好な耐水性を有するが、ボリュームレベルが一般的に低
く、メイクアップ除去が困難であるのに対し、水性マスカラは、耐水性が低いが、ボリュ
ームレベルが高く、メイクアップ除去がより容易である。
【０００５】
　本特許出願は、より具体的には、水性マスカラとして知られているものに関する。
【０００６】
　そのようなマスカラタイプのケラチン繊維コーティング組成物は、一般的に、乳化系に
よって水性液相中に分散された又は有機溶媒中で運ばれる1種又は複数のワックスから一
般的に形成される少なくとも1つの脂肪相からなる。
【０００７】
　ワックスの存在は、まつ毛にチャージングしてボリューム効果を与えることができる良
好な質感をもたらすことが知られているが、組成物の色強度を低減するという欠点を有す
る。その上、ワックスの量を低減すると、色強度が高い溶液が生成されるが、このように
流動化された組成物は、チャージングの不足したメイクアップを生じさせる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００８】
【特許文献１】FR-A-2792190
【特許文献２】WO2007/068371
【特許文献３】WO2008/155059
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】J. Soc. Cosm. Chem. 1954(第5巻)、249～256頁
【非特許文献２】Kirk-Othmer Encyclopedia of Chemical Technology、第22巻、333～43
2頁、第3版、1979、Wiley
【非特許文献３】C.M. Hansen著、The three-dimensional solubility parameters、J. P
aint Technol. 39、105(1967)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の一目的は、まつ毛にチャージング効果を与え、同時に良好な色強度、特に良好
な黒色強度を有し、まつ毛のカールの成形の点で良好な特性を有し、同時に塗布が快適で
ある、ケラチン繊維をコーティングするための組成物、好ましくはマスカラを得ることで
ある。ハードワックスは、カール効果をもたらすことが知られているが、高濃度では、質
感が硬質であることから塗布が比較的不快である。
【００１１】
　本特許出願の目的はまた、4℃で2か月間保存した後でさえ、満足のいく稠度のチャージ
ング付着物を得るのに十分に濃厚な質感を有し、まつ毛への容易な塗布及び均一な付着、
即ち滑らかで均質な付着を可能にする、安定なマスカラを提案することである。
【００１２】
　本特許出願の目的はまた、45℃で2か月間保存した後でさえ、満足のいく稠度のチャー
ジング付着物を得るのに十分に濃厚な質感を有し、まつ毛への容易な塗布及び均一な付着
、即ち滑らかで均質な付着を可能にする、安定なマスカラを提案することである。
【００１３】
　本特許出願の目的は、より特定すると、4℃から45℃の間で変動する温度で2か月間保存
した後でさえ、満足のいく稠度のチャージング付着物を得るのに十分に濃厚な質感を有し
、まつ毛への容易な塗布及び均一な付着、即ち滑らかで均質な付着を可能にする、安定な
マスカラを提案することである。
【００１４】
　より特定すると、本発明の目的は、マスカラを経時的な相分離なしに安定化することに
ある。
【００１５】
　本特許出願の目的は、より特定すると、顔料が均一に分散されたマスカラを提案するこ
とである。
【００１６】
　本特許出願の目的は、より特定すると、塗布が快適なマスカラを提案することである。
【００１７】
　本発明の目的は、より特定すると、ケラチン繊維をコーティングするための組成物であ
って、その塗布中にまつ毛の良好な分離を可能にし、まつ毛の束を形成せず、同時に材料
の滑らかで均一な付着(組成物の塊がない)を確保する組成物を提案することである。
【００１８】
　本発明の目的はまた、まつ毛の上で良好な耐久力を有する、ケラチン繊維をコーティン
グするための組成物、好ましくはマスカラを得ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　したがって、本発明の一主題は、特にまつ毛等のケラチン繊維をコーティングするため
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の、組成物、好ましくは化粧用組成物であって、
-　水性相、
-　界面活性剤の含有率が、組成物の総質量に対して15質量%以上である、水性相を構造化
する界面活性剤系によって形成されたラメラ相Lβ、
-　組成物の総質量に対して1質量%以上の固体の含有率で存在する、1500から500000g/mol
の範囲の質量平均分子量Mwを有する少なくとも1種の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリ
マー
を含む組成物である。
【００２０】
　驚くべきことに且つ予想外なことに、本特許出願の発明者等は、まつ毛等のケラチン繊
維をコーティングするのにとりわけ好適な組成物、特に、ワックスの使用を大幅に制限す
ることができ、又はその使用を省くことさえできる、マスカラ組成物を配合することに成
功した。
【００２１】
　特に、本発明による組成物は、45℃でも4℃でも2か月後でさえ安定な組成物を生じさせ
る。そのような組成物は、滑らかで光沢があり、強い黒色を有するようである。そのよう
な組成物はまた、塗布が快適で、心地良く、非常に良好な操作時間(playtime)を有する。
更に、この組成物は、まつ毛のカールの成形を促進し、本発明者等は、選択した親水性ポ
リマーが、組成物に脱水及び硬質化効果を与えるという仮説を立てている。
【００２２】
　更に、高いワックス含有率、例えば10質量%以上、より驚くべきことに高いハードワッ
クス含有率、例えば10質量%以上と組み合わせた場合、本発明は、塗布時の心地良さ、特
に予想外の操作時間を保つことを可能にし、ユーザーが引っかかりを感じることなくまつ
毛への20回超のブラシストロークが可能となる。
【００２３】
　第2の態様によれば、本発明の主題はまた、ケラチン繊維をコーティングするためのア
センブリ又はキットであって、
-　先に記載したケラチン繊維をコーティングするための少なくとも1種の化粧用組成物と
、
-　前記ケラチン繊維、例えばまつ毛又は眉毛と接触して、まつ毛又は眉毛を滑らかにす
る及び/又は分離するように構成された、必要に応じて突出部を有する手段を備えた、組
成物のための少なくとも1つの塗布具と
を備えたアセンブリ又はキットである。そのような突出部は、歯、毛等を備えていてもよ
い。前記アセンブリ、特に前記塗布具は、前記組成物を振動させる及び/又は加熱するた
めの手段を任意選択で備えていてもよい。
【００２４】
　第3の態様によれば、本発明の主題はまた、ケラチン繊維をコーティングするための組
成物を包装及び塗布するためのアセンブリ又はキットであって、
-　先に記載したケラチン繊維をコーティングするための前記化粧用組成物を包装するた
めの用具、
-　前記組成物のための塗布具
を備えたアセンブリ又はキットである。前記塗布具は、前記包装用具のキャップを形成す
る把持部材に一体的に取り付けられてもよい。言い換えると、前記塗布具は、前記組成物
を状態調節するための用具の分注開口部の閉鎖位置と開放位置との間の、前記用具上の取
り外し可能な位置に設置されてもよい。
【００２５】
　上記の組成物及び方法に関係し、上述の課題のうちの少なくとも1つを解決することを
目的とした本発明の特定の好ましい実施形態によれば、
-　界面活性剤系は、少なくとも1種の非イオン性界面活性剤を含み、好ましくは、界面活
性剤系は、組成物の総質量に対して15質量%以上の総含有量の非イオン性界面活性剤を含
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み、
-　界面活性剤系は、組成物の総質量に対して18質量%以上、特に20質量%以上、例えば15
質量%から45質量%、更に良好には18質量%から40質量%、更により良好には20質量%から35
質量%の範囲の総含有率の界面活性剤、好ましくは非イオン性界面活性剤を含み、
-　界面活性剤系は、
* 25℃でのHLB値が8未満の少なくとも1種の非イオン性界面活性剤と、
* 25℃でのHLB値が8以上の少なくとも1種の非イオン性界面活性剤と
を含み、
-　25℃でのHLB値が8以上及び8以下の非イオン性界面活性剤は、下記式(I):
(ALK-[C(O)]a-[O]b)c-X (I)
[式(I)中、
-　ALKは、C7～C23、好ましくはC11～C21、より優先的にはC15～C17アルキル基であり、
-　a及びbは、0から100の間の整数であり、cは、1から100の間、特に1から3の間の整数で
あり、好ましくは1に等しく、a及びbは、好ましくは0又は1に等しく、
-　Xは、ヒドロキシル基で任意選択で置換及び/又は終端された(ポリ)オキシアルキレン
基であり、Xは、好ましくは、オキシエチレン基(CH2CH2O)n又は(OCH2CH2)n(式中、nは、1
以上、例えば1から200の間である)であり、前記(ポリ)オキシアルキレン基は、好ましく
は、ポリエチレングリコールであるか、又はヒドロキシル基の少なくとも1つの置換によ
って生じるものであり、好ましくは(ポリ)グリセロールから選択される]
に相当し、
-　X基は、好ましくは、
i) HO-(ALK-O)z-CH2-CH[(OALK)y-OH]-CH2-(O-ALK)x-(*)
(式中、
-　ALKは、同一であっても異なっていてもよく、C1～C6、特にC1～C4アルキレン基、好ま
しくはエチレンを表し、
-　x、y及びzは、0から200の間の整数であり、x+y+zは、0以外であり、x+y+zは、好まし
くは両端を含めて1から150の間であり、特に20から60の間であると理解される)、
ii) H-(ALK-O)x-(*)及びH-(O-ALK)x-(*)、好ましくはH-(O-ALK)x-(*)
(式中、
-　ALKは、同一であっても異なっていてもよく、C1～C6、特にC1～C4アルキレン基、好ま
しくはエチレンを表し、
-　xは、0以外、好ましくは1から200の間の整数である)
から選択され、
-　25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤及び25℃でのHLB値が8以上の非イオン
性界面活性剤の中の少なくとも1種、好ましくは、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界
面活性剤及び25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤は、
・下記式(I'):
ALK-(O-CH2-CH2)n-OH (I')
[式(I')中、
-　ALKは、C8～C24、好ましくはC12～C22、より優先的にはC16～C18アルキル基であり、
nは、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤については、0以外、1から200の間、
好ましくは1から10の間、更に良好には2から6の間の整数であり、25℃でのHLB値が8以上
の非イオン性界面活性剤については、好ましくは20から200の間の整数である]
に相当するもの、
・下記式(I''):
(ALK-[C(O)]a-[O]b)c-(Gly)d (I'')
[式(I'')中、
-　ALKは、C7～C23、好ましくはC11～C21、より優先的にはC15～C17アルキル基であり、
-　a及びbは、0から100の間の整数であり、cは、1から100の間、特に1から3の間の整数で
あり、好ましくは1に等しく、a及びbは、好ましくは0又は1に等しく、
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-　Glyは、ヒドロキシル基で任意選択で置換及び/又は終端されたグリセロール基であり
、特に、-OH官能基のうちの少なくとも1個、優先的には1個のみの-OH官能基は、(ALK-[C(
O)]a-[O]b)c基、優先的にはALK-(CO)-Oで置換されており、
-　dは、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤については、1から20の間、好ま
しくは1から12の間、好ましくは1から2の間の整数であり、25℃でのHLB値が8以上の非イ
オン性界面活性剤については、4から20の間の整数である]
に相当するもの、
・及びこれらの混合物
から選択され、
-　25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤の中の少なくとも1種は、
* (ポリ)オキシアルキレン化単糖エステル及びエーテル、
* 脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、(ポリ)オキシアルキレン化
ポリオール、とりわけ(ポリ)オキシアルキレン化グリセロール又は(ポリ)オキシアルキレ
ン化ソルビトール、好ましくは(ポリ)オキシアルキレン化グリセロールとのエステル、
* 脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、優先的には1個又は2個のグ
リセロール基を含む、(ポリ)グリセロールとのエステル、
* (ポリ)オキシアルキレン化アルコール、
並びにこれらの混合物、好ましくは(ポリ)オキシアルキレン化アルコール
から選択され、
-　25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤の中の少なくとも1種は、C8～C24脂肪
族アルコールとポリエチレングリコールとのエーテルを含む(ポリ)オキシアルキレン化ア
ルコールを含み、前記エーテルは、1から10個、更に良好には2から6個の間のエチレング
リコール単位を含み、
-　25℃でのHLB値が8以上、好ましくは10以上の非イオン性界面活性剤は、
* (ポリ)オキシアルキレン化グリセロールエーテル、
* (ポリ)オキシアルキレン化アルコール、
* 脂肪酸と(ポリ)オキシアルキレン化ポリエチレングリコールとのエステル、
* 脂肪酸と(ポリ)オキシアルキレン化グリセロールエーテルとのエステル、
* 脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、優先的には4から20個のグリ
セロール基を含む、ポリグリセロールとのエステル、
* 脂肪酸と(ポリ)オキシアルキレン化ソルビトールエーテルとのエステル、
及びこれらの混合物、好ましくは(ポリ)オキシアルキレン化アルコール
から選択され、
-　25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤の中の少なくとも1種は、C8～C24脂肪
族アルコールとポリエチレングリコールとの少なくとも1種のエーテルを含む(ポリ)オキ
シアルキレン化アルコールを含み、前記エーテルは、少なくとも20個のエチレングリコー
ル単位、更に良好には20から200個の間のエチレングリコール単位を含み、
-　好ましくは式(I)に相当する、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤は、組成
物の総質量に対して7質量%以上、好ましくは、組成物の総質量に対して8質量%から25質量
%の間の含有率で存在し、
-　好ましくは式(I)に相当する、25℃でのHLB値が8以上、好ましくは10以上の非イオン性
界面活性剤は、組成物の総質量に対して7質量%以上、好ましくは、組成物の総質量に対し
て8質量%から25質量%の間の含有率で存在し、
-　好ましくは双方とも式(I)に相当する、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤
及び25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤は、組成物の総質量に対して15質量%
以上、更に良好には18質量%以上、特に15質量%から45質量%の間、更に良好には18質量%か
ら40質量%、更により良好には20質量%から35質量%の総含有率で存在し、
-　双方とも好ましくは式(I)に相当する、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤
及び25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤は、25℃でのHLB値が8未満の非イオン
性界面活性剤の、25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤に対する質量比が、1/5
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から5、好ましくは1/3から3、好ましくは2/3から3/2の範囲となるような各総含有率で存
在し、
-　前記組成物は、固体含有率が、40%以上、更に良好には42%以上、優先的には45%以上、
より優先的には48%以上、又は更に50%以上であり、
-　水性相は、組成物の総質量に対して30質量%から80質量%、好ましくは40質量%から70質
量%を占め、
-　(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、直鎖状であり、
-　(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、統計ポリマー、ブロックコポリマー、及
びこれらの混合物から選択され、
-　親水性ポリマーは、
* (ポリ)ビニルピロリドンのホモポリマー、
* (ポリ)ビニルピロリドン/(ポリ)酢酸ビニルコポリマー、
* (ポリ)ビニルピロリドン/(メタ)アクリルコポリマー、その塩、そのエステル、
及びこれらの混合物
から選択され、
-　(ポリ)オキシアルキレン単位を有する親水性ポリマーは、35から10000個のオキシエチ
レン単位、特に35から5000個のオキシエチレン単位、更に優先的には40から2500個のオキ
シエチレン単位を含み、
-　前記組成物は、組成物の総質量に対して0から25質量%、より優先的には、組成物の総
質量に対して1質量%から15質量%の脂肪相を含み、
-　組成物は、0から25質量%のワックス、特に0.5質量%から15質量%又は更に1質量%から8
質量%のワックスを含み、
-　組成物は、ワックスの含有率が、組成物の総質量に対して5質量%未満、特に3質量%未
満、優先的には1質量%未満であり、
-　組成物は、極性ワックス及び無極性ワックス、並びにこれらの混合物からなる群から
選択される少なくとも1種のワックスを含み、
-　組成物は、少なくとも1種の極性ワックスを含み、
-　組成物は、好ましくは極性の少なくとも1種のハードワックスを含み、
-　組成物は、組成物の総質量に対して5質量%未満の好ましくは極性のワックス、好まし
くはハードワックス及び少なくとも3質量%の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーを含
み、より特定すると、組成物は、組成物の総質量に対して3質量%未満の好ましくは極性の
ワックス、好ましくはハードワックス及び少なくとも5質量%の(ポリ)ビニルピロリドン親
水性ポリマーを含み、更に特定すると、組成物は、組成物の総質量に対して1質量%未満の
好ましくは極性のワックス、好ましくはハードワックス及び少なくとも8質量%の(ポリ)ビ
ニルピロリドン親水性ポリマーを含み、
-　組成物は、組成物の総質量に対して少なくとも10質量%の好ましくは極性のワックス、
好ましくはハードワックス及び少なくとも1質量%の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマ
ーを含み、特に、組成物は、組成物の総質量に対して少なくとも12質量%の好ましくは極
性のハードワックス及び少なくとも1質量%の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーを含
み、より特定すると、組成物は、組成物の総質量に対して少なくとも15質量%の好ましく
は極性のハードワックス及び少なくとも1質量%の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマー
を含み、
-　前記組成物は、油又は有機溶媒を含まず、
-　前記組成物は、分散体、例えば水性分散体中の粒子の形態で存在する少なくとも1種の
皮膜形成性ポリマーを含み、
-　水性分散体形態で存在する皮膜形成性ポリマー粒子の総含有率は、組成物の総質量に
対して0から20質量%、好ましくは0から5質量%の範囲であり、
-　前記組成物は、1種又は複数の粉末物質、好ましくは金属酸化物、特に酸化鉄から選択
される少なくとも1種の色素を含み、
-　金属酸化物は、好ましくは、組成物の総質量に対して2質量%以上、有利には、組成物
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の総質量に対して両端を含めて3質量%から22質量%の間の含有率で存在し、
-　前記組成物は、特にRheomat RM100(登録商標)機器を使用して測定して、25℃での粘度
が5から50Pa.秒の範囲であり、
-　前記組成物は、メイクアップ組成物、メイクアップベース若しくは「ベースコート」
、又はメイクアップの上に塗布される「トップコート」組成物であってよい。
【００２６】
　本発明の他の特徴、特性及び利点は、以下の説明及び実施例を読むことで一層明らかと
なる。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下の説明全体にわたって、別段の記述がない限り、
「(ポリ)オキシアルキレン」又は「(ポリ)オキシアルキレン化」という用語は、特にヒド
ロキシル官能基又はカルボン酸官能基に由来する1個又は複数の-OH官能基が、オキシアル
キレン基、特にオキシエチレン基で置換されていてよいことを意味する。
【００２８】
　「アシル」という用語は、ヒドロキシル官能基(-OH)が置換されたカルボン酸官能基を
含む、直鎖状又は分枝状の飽和C8～C24、更に良好にはC12～C20、より優先的にはC14～C1
8炭化水素系鎖を意味する。
【００２９】
　「アルキル」基は、直鎖状又は分枝状、好ましくは直鎖状のC7～C23、好ましくはC11～
C21、より優先的にはC15～C17炭化水素系基又は鎖である。
【００３０】
　「炭化水素系鎖」は、共役であっても非共役であってもよい1つ若しくは複数の二重結
合及び/又は1つ若しくは複数の三重結合を含む場合、任意選択で「(ポリ)不飽和」である
が、好ましくは、この炭化水素系鎖は飽和である。
【００３１】
水性相
　本発明による組成物は、水性相を含み、水性相は組成物の連続相を形成し得る。
【００３２】
　水性相は、水を含む。水性相はまた、少なくとも1種の水溶性溶媒を含んでもよい。
【００３３】
　本発明において、「水溶性溶媒」という用語は、室温で液体であり、水混和性である化
合物を示す。
【００３４】
　本発明による組成物中で使用することができる水溶性溶媒はまた、揮発性であってもよ
い。
【００３５】
　本発明による組成物中で使用することができる水溶性溶媒の中では、特に、1から5個の
炭素原子を含有する低級モノアルコール、例えばエタノール及びイソプロパノール、並び
に2から8個の炭素原子を含有するグリコール、例えばエチレングリコール、プロピレング
リコール、1,3-ブチレングリコール及びジプロピレングリコールを挙げることができる。
【００３６】
　水性相(水、及び任意選択で水混和性溶媒)は、一般的に、組成物の総質量に対して30質
量%から80質量%の範囲、好ましくは、組成物の総質量に対して40質量%から70質量%の範囲
の含有率で本特許出願による組成物中に存在する。この水性相含有率には、本発明による
、皮膜形成性ポリマーの水性分散体、及び必要に応じてハードワックスの水性分散体を起
源とする水だけではなく、必要に応じて組成物に意図的に添加された水もまた含まれる。
【００３７】
固体含有率
　本発明による組成物は、有利には、固体含有率が、40%以上、更に良好には42%以上、特
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に45%以上、又は更に48%以上、優先的には50%以上である。
【００３８】
　本発明の目的では、「固体含有率」は、不揮発物の含有率を示す。
【００３９】
　本発明による組成物の固体含有率(SCと略される)は、Mettler Toledo社製の市販ハロゲ
ンデシケータ「Halogen Moisture Analyzer HR 73」を使用して測定される。測定は、ハ
ロゲン加熱によって乾燥された試料の質量損失に基づいて実施され、したがって、水及び
揮発物が蒸発した時点での残留物の百分率を表す。
【００４０】
　この技法は、Mettler Toledo社によって供給される機器付属文書に完全に記載されてい
る。
【００４１】
　測定プロトコールは、以下の通りである。
【００４２】
　以下試料と称する組成物およそ2gを金属るつぼ上に広げ、これを、上述のハロゲンデシ
ケータに入れる。次いで、試料を、恒量が得られるまで105℃の温度に供する。試料の初
期質量に相当する試料の湿質量、及びハロゲン加熱後の試料の質量に相当する試料の乾燥
質量を、精密天秤を使用して測定する。
【００４３】
　測定に伴う実験誤差は、プラス又はマイナス2%程度である。
【００４４】
　固体含有率は、以下のように計算される:
固体含有率(質量百分率として表される)=100×(乾燥質量/湿質量)。
【００４５】
界面活性剤系
　本発明による組成物は、水性相中にラメラ相Lβを形成する界面活性剤系を含む。
【００４６】
　水性相をラメラ相Lβとして構造化するこの界面活性剤系は、界面活性剤、好ましくは
非イオン性界面活性剤の含有率が、組成物の総質量に対して15質量%以上である。
【００４７】
　界面活性剤系は、有利には、界面活性剤、好ましくは非イオン性界面活性剤の総含有率
が、組成物の総質量に対して15質量%以上、特に18質量%以上、より特定すると15質量%か
ら45質量%、更に良好には18質量%から40質量%、更により良好には20質量%から35質量%の
範囲である。
【００４８】
　好ましい一実施形態によれば、本発明による組成物は、
* 25℃でのHLB値が8未満の少なくとも1種の非イオン性界面活性剤と、
* 25℃でのHLB値が8以上の少なくとも1種の非イオン性界面活性剤と
を含む界面活性剤系を含み、
25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤の中の少なくとも1種及び25℃でのHLB値が
8以上の非イオン性界面活性剤の中の少なくとも1種は、下記式(I):
(ALK-[C(O)]a-[O]b)c-X (I)
[式(I)中、
-　ALKは、C7～C23、好ましくはC11～C21、より優先的にはC15～C17アルキル基であり、
-　a及びbは、0から100の間の整数であり、cは、1から100の間、特に1から3の間の整数で
あり、好ましくは1に等しく、a及びbは、好ましくは0又は1に等しく、
-　Xは、ヒドロキシル基で任意選択で置換及び/又は終端された(ポリ)オキシアルキレン
基であり、Xは、好ましくは、オキシエチレン基(CH2CH2O)n又は(OCH2CH2)n(式中、nは、1
以上、例えば1から200の間である)であり、前記(ポリ)オキシアルキレン基は、好ましく
は、ポリエチレングリコールであるか、又はヒドロキシル基の少なくとも1つの置換によ
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って生じるものであり、好ましくは(ポリ)グリセロールから選択される]
に相当する。
【００４９】
　特に、
ALK-[C(O)]a-[O]bは、一般的に、アルキル基ALKが、脂肪酸又は脂肪族アルコールに由来
し得ることを意味する。
【００５０】
　[C(O)]a-[O]bは、ALK基が、エステル官能基COO(a+b=1の場合)、カルボニル官能基CO(a=
1及びb=0の場合)、オキシ官能基O(a=0及びb=1の場合)から選択される少なくとも1個の官
能基を含んでもよく、又はオキシアルキレン基に直接連結されてもよい(a+b=0の場合)こ
とを意味する。
【００５１】
　式(I)の化合物は、好ましくは、エステル化、より優先的にはモノエステル化、又はエ
ーテル化(若しくはアルコキシル化)、より優先的にはモノエーテル化(若しくはモノアル
コキシル化)によって生じる。
【００５２】
　X基は、好ましくは、
i) HO-(ALK-O)z-CH2-CH[(OALK)y-OH]-CH2-(O-ALK)x-(*)
(式中、
-　ALKは、同一であっても異なっていてもよく、C1～C6、特にC1～C4アルキレン基、好ま
しくはエチレンを表し、
-　x、y及びzは、0から200の間の整数であり、x+y+zは、0以外であり、x+y+zは、好まし
くは両端を含めて1から150の間であり、特に20から60の間であると理解される)、
ii) H-(ALK-O)x-(*)及びH-(O-ALK)x-(*)、好ましくはH-(O-ALK)x-(*)
(式中、
-　ALKは、同一であっても異なっていてもよく、C1～C6、特にC1～C4アルキレン基、好ま
しくはエチレンを表し、
-　xは、0以外、好ましくは1から200の間の整数である)
から選択される。
【００５３】
　特に好ましい実施形態によれば、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤及び25
℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤は、
-　下記式(I'):
ALK-(O-CH2-CH2)n-OH (I')
[式(I')中、
-　ALKは、C8～C24、好ましくはC12～C22、より優先的にはC16～C18アルキル基であり、
nは、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤については、0以外、1から200の間、
好ましくは1から10の間、更に良好には2から6の間の整数であり、25℃でのHLB値が8以上
の非イオン性界面活性剤については、好ましくは20から200の間の整数である]
に相当するもの、
-　下記式(I''):
(ALK-[C(O)]a-[O]b)c-(Gly)d (I'')
[式(I'')中、
-　ALKは、C7～C23、好ましくはC11～C21、より優先的にはC15～C17アルキル基であり、
-　a及びbは、0から100の間の整数であり、cは、1から100の間、特に1から3の間の整数で
あり、好ましくは1に等しく、a及びbは、好ましくは0又は1に等しく、
-　Glyは、ヒドロキシル基で任意選択で置換及び/又は終端されたグリセロール基であり
、特に、-OH官能基のうちの少なくとも1個、優先的には1個のみの-OH官能基は、(ALK-[C(
O)]a-[O]b)c基、優先的にはALK-(CO)-Oで置換されており、
-　dは、25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤については、1から20の間、好ま
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しくは1から12の間、好ましくは1から2の間の整数であり、25℃でのHLB値が8以上の非イ
オン性界面活性剤については、4から20の間の整数である]
に相当するもの、
-　及びこれらの混合物
から選択される。
【００５４】
　GriffinのHLB(親水性/親油性バランス)値は、J. Soc. Cosm. Chem. 1954(第5巻)、249
～256頁に定義されている。界面活性剤の特性及び機能の定義については、Kirk-Othmer E
ncyclopedia of Chemical Technology、第22巻、333～432頁、第3版、1979、Wiley、特に
この参考文献の347～377頁を参照することができる。
【００５５】
25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤
　Griffinの意味で25℃でのHLB値が8以上の非イオン性界面活性剤は、有利には、
-　(ポリ)オキシアルキレン化グリセロールエーテル、特に、20から200個のオキシエチレ
ン及び/又はオキシプロピレン単位を含むことができる、オキシエチレン化及び/又はオキ
シプロピレン化グリセロールエーテル、
-　(ポリ)オキシアルキレン化アルコール、特に、20から200個のオキシエチレン及び/又
はオキシプロピレン単位、好ましくは20から100個のオキシエチレン単位を含むことがで
きる、オキシエチレン化及び/又はオキシプロピレン化アルコール、特にエトキシル化脂
肪族アルコール、とりわけC8～C24、好ましくはC12～C18脂肪族アルコール、例えば20個
のオキシエチレン単位を含むエトキシル化ステアリルアルコール(CTFA名:ステアレス-20)
、例えばUniqema社によって販売されているBrij 78、又は30個のオキシエチレン単位を含
むエトキシル化セテアリルアルコール(CTFA名:セテアレス-30)、
-　(ポリ)オキシアルキレン化脂肪酸エステル、特に、脂肪酸、とりわけC8～C24、好まし
くはC16～C22脂肪酸と、ポリエチレングリコール(又はPEG)(20から200個のオキシエチレ
ン単位を含むことができる)とのエステル、例えばUniqema社によって名称Myrj 52P(登録
商標)で販売されているステアリン酸PEG-50及びモノステアリン酸PEG-40、
-　脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、特にオキシエチレン化及び
/又はオキシプロピレン化された(20から200個のオキシエチレン及び/又はオキシプロピレ
ン単位を含むことができる)、(ポリ)オキシアルキレン化グリセロールエーテルとのエス
テル、例としてSEPPIC社によって名称Simulsol 220 TM(登録商標)で販売されている、200
個のオキシエチレン単位でポリオキシエチレン化されたモノステアリン酸グリセリル、30
個のオキシエチレン単位でポリオキシエチレン化されたステアリン酸グリセリル、例とし
てGoldschmidt社によって販売されている製品Tagat S(登録商標)、30個のオキシエチレン
単位でポリオキシエチレン化されたオレイン酸グリセリル、例としてGoldschmidt社によ
って販売されている製品Tagat O(登録商標)、30個のオキシエチレン単位でポリオキシエ
チレン化されたヤシ脂肪酸グリセリル、例としてSherex社によって販売されている製品Va
rionic LI 13(登録商標)、30個のオキシエチレン単位でポリオキシエチレン化されたイソ
ステアリン酸グリセリル、例としてGoldschmidt社によって販売されている製品Tagat L(
登録商標)、及び30個のオキシエチレン単位でポリオキシエチレン化されたラウリン酸グ
リセリル、例としてGoldschmidt社製の製品Tagat I(登録商標)、
-　脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、優先的には4から20個のグ
リセロール基を含む、ポリグリセロールとのエステル、
-　脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、特にオキシエチレン化及び
/又はオキシプロピレン化された(20から200個のオキシエチレン及び/又はオキシプロピレ
ン単位を含むことができる)、(ポリ)オキシアルキレン化ソルビトールエーテルとのエス
テル、例としてUniqema社によって名称Tween 60(登録商標)で販売されているポリソルベ
ート60、
-　並びにこれらの混合物、好ましくは、20から200個のオキシエチレン(又はエチレング
リコール)単位を好ましくは含む(ポリ)オキシアルキレン化アルコール
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から選択することができる。
【００５６】
　「脂肪酸」という用語は、優先的には、脂肪族一塩基酸を意味すると理解すべきである
。
【００５７】
　好ましくは、組成物は、
-　C8～C24、好ましくはC12～C22、より優先的にはC16～C18脂肪族アルコールとポリエチ
レングリコールとの少なくとも1種のエーテルであって、少なくとも20個のエチレングリ
コール単位、更に良好には20から200個の間のエチレングリコール単位を含むエーテル、
-　C12～C20脂肪酸と、4から20個のグリセロール基、特に8から12個のグリセロール基、
例えば10個のグリセロール基を含むポリグリセロールとの少なくとも1種のエステルであ
って、脂肪酸のアルキル鎖は、有利には、直鎖状又は分枝状で飽和又は不飽和、好ましく
は直鎖状で飽和であり、優先的にはステアリン酸ポリグリセリル-10、ラウリン酸ポリグ
リセリル-10、ミリスチン酸ポリグリセリル-10、及びこれらの混合物、好ましくはステア
リン酸ポリグリセリル-10から選択されるエステル、
並びにこれらの混合物
から選択される、Griffinの意味で25℃でのHLB値が8以上、好ましくは10以上の少なくと
も1種の非イオン性界面活性剤を含む。
【００５８】
　本発明による組成物は、Griffinの意味で25℃でのHLB値が8以上、好ましくは10以上の
非イオン性界面活性剤の含有率が、組成物の総質量に対して7質量%以上、好ましくは、組
成物の総質量に対して8質量%から25質量%の間である。
【００５９】
25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤
　Griffinの意味で25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤は、有利には
-　(ポリ)オキシアルキレン化単糖エステル及びエーテル、
-　脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、(ポリ)オキシアルキレン化
ポリオール、とりわけ(ポリ)オキシアルキレン化グリセロール又は(ポリ)オキシアルキレ
ン化ソルビトール、好ましくは(ポリ)オキシアルキレン化グリセロールとのエステル、
-　脂肪酸、とりわけC8～C24、好ましくはC16～C22脂肪酸と、優先的には1個又は2個のグ
リセロール基を含む、(ポリ)グリセロールとのエステル、
-　(ポリ)オキシアルキレン化アルコール、
-　並びにこれらの混合物、好ましくは、1から10個のオキシエチレン単位を好ましくは含
む(ポリ)オキシアルキレン化アルコール
から選択される、少なくとも1種の界面活性剤を含む。
【００６０】
　「(ポリ)オキシアルキレン化」という用語は、1から10個のオキシエチレン基(又は単位
)、更に良好には2から6個のオキシエチレン基を意味する。
【００６１】
　「脂肪酸」という用語は、優先的には、脂肪族一塩基酸を意味すると理解すべきである
。
【００６２】
　25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性剤は、好ましくは、
-　C8～C24脂肪族アルコールとポリエチレングリコールとのエーテルを含む少なくとも1
種の(ポリ)オキシアルキレン化アルコールであって、前記エーテルは、1から10個、更に
良好には2から6個の間のエチレングリコール単位を含む(ポリ)オキシアルキレン化アルコ
ール、及び
-　脂肪酸、とりわけC12～C20脂肪酸と、1個又は2個のグリセロール基との少なくとも1種
のエステルであって、前記脂肪酸は、好ましくは、直鎖状又は分枝状で飽和又は不飽和、
好ましくは直鎖状で飽和であってよいC12～C20アルキル鎖を含み、例えば、ステアリン酸
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グリセリル、ラウリン酸グリセリル、ミリスチン酸グリセリル、ステアリン酸ポリグリセ
リル-2、ラウリン酸ポリグリセリル-2及びミリスチン酸ポリグリセリル-2、好ましくはス
テアリン酸グリセリルから選択されるエステル、
並びにこれらの混合物
から選択される。
【００６３】
　本発明による組成物は、Griffinの意味で25℃でのHLB値が8未満の非イオン性界面活性
剤の含有率が、組成物の総質量に対して5質量%以上、好ましくは、組成物の総質量に対し
て8質量%から20質量%の間である。
【００６４】
　好ましくは、本発明による組成物は、陰イオン性界面活性剤を含まない。
【００６５】
　好ましくは、本発明による組成物は、両性界面活性剤を含まない。
【００６６】
　その上、界面活性剤系は、10から26個の炭素原子、更に良好には12から24個の炭素原子
、更により良好には14から22個の炭素原子を含む脂肪族アルコールから選択される1種又
は複数の補助界面活性剤を含んでもよい。
【００６７】
ラメラ相Lβ
　本発明による界面活性剤系は、水性相をラメラ相Lβ、又は準結晶相Lβ、又はラメラゲ
ル相の形態で組織化する。
【００６８】
　この組成物は、25℃の室温で安定であり、Rheomat RM 100(登録商標)レオメータを使用
して25℃の室温で測定して、粘度が優先的には5から50Pa.秒の範囲である。
【００６９】
　「ラメラゲル相」又は「準結晶相Lβ」という用語は、界面活性剤分子及び/又はより一
般的に両親媒性化合物の分子が、水性葉状部(leaflet)によって隔てられた二分子層の形
態で組織化されている相を意味する。二分子層の内部で、分子は、六角形状で分布し、そ
の炭化水素系鎖は、結晶状態であり、二分子層の面に垂直に配向されているが、これらの
層の面内で互いに対して特定の配向を有さない。
【００７０】
　準結晶相Lβは、脂肪鎖が固体形態であり互いに対して無作為に配列された準安定相で
あり、脂肪鎖が液体形態であるミセル、六方晶、立方晶及びラメラ流体準結晶相(Lα)と
は異なり、また脂肪鎖が固体形態であり互いに対して規則的に配向された結晶相とは異な
る。準結晶相Lβは、準安定であり、一般的に、結晶化へと進む傾向を有する。今回、本
出願人は、安定な準結晶相Lβを得ることを可能にする特定の界面活性剤系を見出し、ひ
いては、界面活性剤タイプの特定の系を特定の含有率で使用することによって、安定であ
り塗布が心地良く、カール効果を有する、ケラチン繊維、特にまつ毛をコーティングする
ための化粧用組成物を見出した。
【００７１】
　本発明の組成物中に存在する界面活性剤系のラメラゲル相又は準結晶相Lβを特定する
ために、様々な技法、とりわけX線散乱の技法を使用することができる。
【００７２】
広角X線散乱(WAXS)
　X線図は、50kV及び50mAで使用したFR591回転アノードX線発生器(Bruker社、Courtaboeu
f、フランス)に装着されたMar345イメージプレート検出器(Maresearch社、Norderstedt、
ドイツ)によって記録した。単色CuKα放射線(λ=1.541Å)を、楕円断面多層Montelミラー
(Incoatec社、Geesthacht、ドイツ)に二重反射させることによって320mmの350μm焦点で
集束した。ビームは、ミラー(500μm)の前に配置した4つの電動カーボン-タングステンス
リット(JJ-Xray社、Roskilde、デンマーク)によって真空下で絞られた。4つの追加ガード
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スリットを、スリット分離220mmで焦点に置いた。マイカ出力窓の後のフラックスは、3×
108光子/秒であった。直径2mmの円形の金属ワイヤービームストップを、空気中、試料の
後ろ150mmに置き、検出器を360mmに配置した。したがって、X線図は、逆格子空間q=4π*s
inθ/λが0.03～1.8Å-1の範囲について記録し、式中、θは、散乱角である。繰り返し距
離d=2π/qは、200Åから3.5Åの間であるべきである。試料を、1.2～1.3mmのガラス毛細
管(Glas W. Muller社、ドイツ)に入れ、制御された温度で20個までの毛細管を収容できる
自家製の毛細管ホルダーに導入した。
【００７３】
(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマー
　本発明による組成物は、少なくとも1種の(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーを含
む。
【００７４】
　本特許出願において、「親水性ポリマー」という用語は、水溶性又は水分散性ポリマー
を意味する。
【００７５】
　本特許出願において、「水溶性又は水分散性ポリマー」という用語は、1%に等しい濃度
で水に導入したときに、500nmに等しい波長での厚さ1cmの試料中の光線透過率が少なくと
も10%である巨視的に均質な溶液を与えるポリマーを意味する。
【００７６】
　これらの(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、皮膜形成特性を有してもよい。
【００７７】
　本特許出願において、「皮膜形成性ポリマー」という用語は、それ自体で又は皮膜形成
助剤の存在下で、巨視的に連続した付着物、好ましくは凝集性付着物、更により良好には
、例えばこびりつかない表面、例えばTeflonコーティング又はシリコーンコーティングさ
れた表面の上に注ぐことによって付着物を調製する場合に、前記付着物を単離し、個別に
扱うことができるような凝集性及び機械的特性を有する付着物を形成することができるポ
リマーを意味すると意図される。
【００７８】
　本発明による(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、1500から500000g/molの範囲
の質量平均分子量Mwを有する。
【００７９】
　したがって、本発明によるこれらの(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、1種又
は複数の皮膜形成性ポリマーから形成された粒子の水性分散体、より通常には(擬似)ラテ
ックスとして知られているものとは異なると理解される。
【００８０】
　本発明による組成物は、(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーの総固体含有率が、組
成物の総質量に対して1質量%以上、好ましくは3質量%以上、より優先的には5質量%以上、
更に優先的には8質量%以上、特に厳密に10質量%超である。
【００８１】
　本発明による組成物は、好ましくは、(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーの総固体
含有率が、組成物の総質量に対して1質量%から25質量%、更に良好には3質量%から20質量%
、更により良好には5質量%から18質量%の範囲である。
【００８２】
　好ましくは、本発明による(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、直鎖状である。
【００８３】
　好ましくは、本発明による(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、統計ポリマー、
ブロックコポリマー、及びこれらの混合物から選択される。
【００８４】
　「ブロックコポリマー」という用語は、少なくとも2つの異なるブロック、好ましくは
少なくとも3つの異なるブロックを含むポリマーを意味する。
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【００８５】
　(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、
-　(ポリ)ビニルピロリドンのホモポリマー、
-　(ポリ)ビニルピロリドン/(ポリ)酢酸ビニルコポリマー、
-　(ポリ)ビニルピロリドン/(メタ)アクリルコポリマー、その塩、そのエステル、
及びこれらの混合物
から選択される。
【００８６】
　挙げることができる(ポリ)ビニルピロリドンホモポリマーの例には、
-　BASF社によって商品名Kollidon 17 PFで販売されているポリビニルピロリドン(2500g/
mol)、
-　BASF社によって商品名Luviskol K 30 Powderで販売されている、又はISP社(Ashland社
)によって商品名PVP K 30Lで販売されているポリビニルピロリドン、
-　ISP社(Ashland社)によって商品名PVP K 90で販売されているポリビニルピロリドン
が含まれる。
【００８７】
　挙げることができる(ポリ)ビニルピロリドン/(ポリ)酢酸ビニルコポリマーの例には、B
ASF社によって商品名Luviskol VA 64 Powderで販売されているビニルピロリドン/酢酸ビ
ニル(60/40)コポリマーが含まれる。
【００８８】
　挙げることができる(ポリ)ビニルピロリドン/(メタ)アクリルコポリマーの例には、
-　Clariant社によって商品名Aristoflex AVCで販売されているアクリロイルジメチルタ
ウリンアンモニウム/VPコポリマー、
-　ISP社(Ashland社)によって商品名Copolymer 845-Oで販売されている水中20%のビニル
ピロリドン/メタクリル酸ジメチルアミノエチルコポリマー
が含まれる。
【００８９】
　界面活性剤系及び(ポリ)ビニルピロリドン親水性ポリマーは、界面活性剤系の親水性ポ
リマーに対する質量比が、1から25、より優先的には2から15の範囲となるような各総質量
含有率で存在する。
【００９０】
ワックス
　本発明による組成物は、少なくとも1種のワックスを含んでもよい。
【００９１】
　より正確には、本発明による組成物は、有利には、組成物の総質量に対して0から25質
量%のワックス、特に1質量%から15質量%、例えば1質量%から8質量%のワックスを含む。
【００９２】
　本発明による組成物は、ワックスの含有率が、組成物の総質量に対して8質量%未満、特
に3質量%未満、更に良好には1質量%未満であってよい。
【００９３】
　ワックスは、一般的に、室温(25℃)で固体であり、固体/液体の可逆的状態変化があり
、融点が30℃以上であり、200℃まで、とりわけ120℃までであり得る親油性化合物である
。
【００９４】
　本発明の目的では、融点は、標準ISO 11357-3、1999に記載された熱分析(DSC)で観察さ
れた最も高い吸熱ピークの温度に相当する。ワックスの融点は、示差走査熱量計(DSC)、
例えばTA Instruments社によって名称DSC Q2000で販売されている熱量計を使用して測定
することができる。
【００９５】
　好ましくは、ワックスは、70J/g以上の融解熱ΔHfを有する。
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【００９６】
　好ましくは、ワックスは、X線観察によって視覚可能な少なくとも1つの結晶性部分を含
む。
【００９７】
　測定プロトコールは、以下の通りである。
【００９８】
　るつぼに入れたワックスの試料5mgを、10℃/分の加熱速度で-20℃から120℃への第1の
温度上昇に供し、次いで、10℃/分の冷却速度で120℃から-20℃に冷却し、最後に、5℃/
分の加熱速度で-20℃から120℃への第2の温度上昇に供する。第2の温度上昇中に、以下の
パラメータを測定する:
-　先に記述した通り、吸収された力の差の変動を温度の関数として表す、観察された溶
融曲線の最も高い吸熱ピークの温度に相当する、ワックスの融点(Mp)、
-　得られた溶融曲線全体の積分に相当する、ワックスの融解熱ΔHf。このワックスの融
解熱は、化合物を固体状態から液体状態に変化させるのに必要とされるエネルギーの量で
ある。これは、J/gで表される。
【００９９】
　ワックスは、炭化水素系ワックス、フルオロワックス及び/又はシリコーンワックスで
あってよく、植物、鉱物、動物及び/又は合成起源のものであってよい。
【０１００】
　本発明による組成物は、極性ワックス及び無極性ワックス、並びにこれらの混合物から
なる群から選択される少なくとも1種のハードワックスを含んでもよい。
【０１０１】
　本発明による組成物は、極性ワックス及び無極性ワックス、並びにこれらの混合物から
なる群から選択される少なくとも1種のワックスを含んでもよい。
【０１０２】
　本発明による組成物は、有利には、少なくとも1種の極性ハードワックスを含む。
【０１０３】
　特定の実施形態によれば、本発明による組成物は、組成物の総質量に対して5質量%未満
の好ましくは極性のハードワックス及び少なくとも3質量%の(ポリ)ビニルピロリドン親水
性ポリマーを含む。
【０１０４】
　特定の実施形態によれば、本発明による組成物は、組成物の総質量に対して少なくとも
10質量%の好ましくは極性のハードワックス及び少なくとも1質量%の(ポリ)ビニルピロリ
ドン親水性ポリマーを含む。
【０１０５】
ハードワックス
　本発明の特定の実施形態によれば、組成物は、有利には、少なくとも1種のハードワッ
クスを含む。
【０１０６】
　本発明の目的では、「ハードワックス」という用語は、融点が65℃から120℃の範囲の
、より優先的には70から110℃の間、更に優先的には75から100℃の間であるワックスを意
味する。
【０１０７】
　有利には、本発明の目的では、「ハード」ワックスという用語は、20℃で、硬度が5MPa
超、とりわけ5から30MPaの範囲、好ましくは6MPa超、更に良好には6から25MPaの範囲であ
るワックスを意味する。
【０１０８】
　これらの硬度測定を行うために、ワックスを、ワックスの融点+20℃に等しい温度で溶
融させる。これを行うために、ワックス30gを直径50mmの100mlビーカーに入れ、それ自体
を磁気撹拌ホットプレートに載せる。



(20) JP 2017-510573 A 2017.4.13

10

20

30

40

50

【０１０９】
　約15gの量の溶融したワックスを、直径80mm、深さ15mmのステンレス製容器に注ぎ入れ
、オーブンで45℃に予熱する。次いで、ワックスを20℃に恒温維持された室内で24時間再
結晶させ、その後測定を行う。
【０１１０】
　ワックス又はワックスの混合物の機械的特性を、20℃に恒温維持された室内で、直径2m
mのステンレス製シリンダを備えた、Swantech社によって名称TA-XT2iで販売されているテ
クスチュロメータを使用して決定する。
【０１１１】
　測定は、3つの工程:試料の表面を自動検出した後の第1の工程であって、スピンドルが0
.1mm/秒の測定速さで動き、ワックスに侵入深さ0.3mmまで侵入し、到達した最大力値をソ
フトウェアにより記す工程、第2の「緩和」工程であって、スピンドルがこの位置に1秒間
留まり、1秒の緩和の後に力を記す工程、最後に、第3の「引き抜き」工程であって、スピ
ンドルが1mm/秒の速さでその初期位置に戻り、プローブ引き抜きエネルギー(負の力)を記
す工程を含む。
【０１１２】
　硬度値は、測定された最大圧縮力(ニュートン)を、mm2で表されるワックスと接触した
テクスチュロメータシリンダの面積で除したものに相当する。得られた硬度値は、メガパ
スカル又はMPaで表される。
【０１１３】
　ハードワックスの例としては、とりわけ、カルナウバワックス、キャンデリラワックス
、ビス-PEG-12ジメチコンキャンデリレートワックス、例としてKoster Keunen社によって
販売されているSiliconyl Candelilla Wax、水添ホホバワックス、例としてDesert Whale
社によって販売されている製品、水添パーム油、例えばSIO社によって販売されている製
品、コメヌカワックス、ハゼワックス、セレシンワックス、ローレルワックス、イボタワ
ックス、セラックワックス、水添オリーブ油、例えばSoliance社製のWaxolive、C12からC
18脂肪鎖アルコールでエステル化されたオリーブ油の水素添加によって得られるワックス
、例えばSophim社によって商品名Phytowax Olive 12L44、14L48、16L55及び18L57で販売
されている製品、セチル又はベヘニルアルコールでエステル化されたヒマシ油の水素添加
によって得られるワックス、例としてSophim社によって名称Phytowax Ricin 16L64及びPh
ytowax Ricin 22L73で販売されている製品、水添アマナズナワックス、オウリキュリーワ
ックス、モンタンワックス、オゾケライトワックス、例としてStrahl & Pitsch社によっ
て販売されているWax SP 1020 P、マイクロクリスタリンワックス、例としてParamelt社
によって商品名Microwax HWで販売されている製品、ラウリン酸、パルミチン酸、セチル
酸及びステアリン酸トリグリセリド(INCI名:水添ココイルグリセリド)、例としてSasol社
によって商品名Softisan 100で販売されている製品、ポリメチレンワックス、例としてSa
sol社によって商品名Cirebelle 303で販売されている製品、ポリエチレンワックス、例と
してNew Phase Technologies社によって商品名Performalene 400ポリエチレン、Performa
lene 655ポリエチレン及びPerformalene 500-Lポリエチレンで販売されている製品、アル
コール-ポリエチレンワックス、例としてBareco社によって名称Performacol 425 Alcohol
で販売されている製品、Honeywell社によって商品名ワックスAC 540で販売されている95/
5エチレン/アクリル酸コポリマー、ヒドロキシステアリン酸ヒドロキシオクタコサニル、
例としてAkzo社によって商品名Elfacos C 26で販売されている製品、ステアリン酸オクタ
コサニル、例としてKoster Keunen社によって名称Kester Wax K 82 Hで販売されている製
品、ステアリン酸ステアリル、例としてLipo Chemicals社によって名称Liponate SSで販
売されている製品、ジステアリン酸ペンタエリスリチル、例としてCognis社によって名称
Cutina PESで販売されている製品、アジピン酸ジベヘニルとアジピン酸ジオクタデシルと
アジピン酸ジエイコサニルとの混合物(INCI名:C18～22アジピン酸ジアルキル)、アジピン
酸ジラウリルとアジピン酸ジテトラデシルとの混合物(INCI名:C12～14アジピン酸ジアル
キル)、セバシン酸ジオクタデシルとセバシン酸ジドコシルとセバシン酸ジエイコシルと
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の混合物(INCI名:C18～22セバシン酸ジアルキル)、オクタデカン二酸ジオクタデシルとオ
クタン二酸ジドコシルとオクタン二酸ジエイコシルとの混合物(INCI名:C18～22オクタン
二酸ジアルキル)、例としてCognis社によって販売されている製品、テトラステアリン酸
ペンタエリスリチル、例としてLipo Chemicals社製のLiponate PS-4、ステアリン酸テト
ラコンタニル、例としてKoster Keunen社製のKester Wax K76 H、安息香酸ステアリル、
例としてFinetex社製のFinsolv 116、フマル酸ベヘニル、例としてAkzo Bernel社製のMar
rix 222、ビス(1,1,1-トリメチロールプロパン)テトラステアレート、例としてHeterene
社によって名称Hest 2T-4Sで提案されている製品、ジステアリン酸ジドトリアコンタニル
、例としてKoster Keunen社製のKester Wax K82D、4個のオキシエチレン単位を含有する
モンタン酸ポリエチレングリコール(PEG-4)、例として商品名Clariant Licowax KST1で販
売されている製品、ジサリチル酸ヘキサンジオール、例としてCP Hall社によって販売さ
れているBetawax RX-13750、ヘキサステアリン酸ジペンタエリスリチル、例としてHetere
ne社によって商品名Hest 2P-6Sで提案されている製品、テトラベヘン酸ジトリメチロール
プロパン、例としてHeterene社によって商品名Hest 2T-4Bで販売されている製品、ホホバ
エステル、例としてFloratech社によって商品名Floraester HIPで販売されている製品、
直鎖状カルボン酸(C20～40)/飽和炭化水素の混合物(INCI名:C20～40酸ポリエチレン)、例
としてNew Phase Technologies社製のPerformacid 350酸、Fischer-Tropschタイプの合成
ワックス、例えばRoss社によって参照名Rosswax 100で販売されている製品、ステアリル
アルコール、ベヘニルアルコール、炭酸ジオクタデシル、例としてCutina KE 3737、ポリ
ベヘン酸スクロース、例としてCroda社製のCrodaderm B、並びにこれらの混合物を挙げる
ことができる。
【０１１４】
　例えば、Koster Keunen社から名称Koster KPC-56(87.5質量%のステアリン酸セチルと、
7.5質量%のベヘニルアルコールと、5質量%のパーム核グリセリドとの混合物)、KPC-60(87
.5質量%のステアリン酸ステアリルと、7.5質量%のベヘニルアルコールと、5質量%のパー
ム核グリセリドとの混合物)、KPC-63(87.5質量%のステアリン酸ベヘニルと、7.5質量%の
ベヘニルアルコールと、5質量%のパーム核グリセリドとの混合物)及びKPC-80(86質量%の
合成ビーズワックスと、7.5%の水添植物油と、6.5質量%のベヘニルアルコールとの混合物
)で市販されている混合物の形態の上述のワックスも使用することができる。
【０１１５】
　好ましくは、植物起源のワックス、例えばカルナウバワックス、キャンデリラワックス
、水添ホホバワックス、ハゼワックス、Sophim社によって名称Phytowax(12L44、14L48、1
6L55及び18L57)で販売されているC12からC18脂肪鎖アルコールでエステル化されたオリー
ブ油の水素添加によって得られるワックス、コメヌカワックス、ステアリル及びベへニル
アルコール、ローレルワックス又はオウリキュリーワックスが使用される。
【０１１６】
　ハードワックスは、好ましくは極性である。
【０１１７】
極性ワックス
　一実施形態によれば、本発明による組成物は、少なくとも1種の極性ワックスを含んで
もよい。
【０１１８】
　本発明の目的では、「極性ワックス」という用語は、25℃での溶解度パラメータδaが
、0(J/cm3)1/2以外であるワックスを意味する。
【０１１９】
　特に、「極性ワックス」という用語は、化学構造が炭素及び水素原子から本質的に形成
され、又はそれらから構成されることさえあり、少なくとも1個の電気陰性度の高いヘテ
ロ原子、例えば酸素、窒素、ケイ素又はリン原子を含むワックスを意味する。
【０１２０】
　ハンセンの3次元溶解度空間における溶解度パラメータの定義及び計算は、論文C.M. Ha
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nsen著、The three-dimensional solubility parameters、J. Paint Technol. 39、105(1
967)に記載されている。
【０１２１】
　このハンセン空間によれば、
-　δDは、分子衝突中に誘起される双極子の形成に由来するロンドン分散力を特徴付け、
-　δpは、永久双極子間のデバイ相互作用力、更には誘起双極子と永久双極子との間のケ
ーソム相互作用力を特徴付け、
-　δhは、特異的相互作用力(例えば、水素結合、酸/塩基、ドナー/アクセプター等)を特
徴付け、
-　δaは、方程式:δa=(δp

2+δh
2)1/2によって決定される。

【０１２２】
　パラメータδp、δh、δD及びδaは、(J/cm3)1/2で表される。
【０１２３】
　極性ワックスは、とりわけ、炭化水素系のフルオロ又はシリコーンワックスであってよ
い。
【０１２４】
　「シリコーンワックス」という用語は、少なくとも1個のケイ素原子を含み、とりわけS
i-O基を含むワックスを意味する。
【０１２５】
　「炭化水素系ワックス」という用語は、炭素及び水素原子、並びに任意選択で酸素及び
窒素原子から本質的に形成され、又はそれらから構成されることさえあり、ケイ素又はフ
ッ素原子を一切含有しないワックスを意味すると意図される。これは、アルコール、エス
テル、エーテル、カルボン酸、アミン及び/又はアミド基を含有してもよい。
【０１２６】
　第1の好ましい実施形態によれば、極性ワックスは、炭化水素系ワックスである。炭化
水素系極性ワックスとしては、エステルワックス及びアルコールワックスから選択される
ワックスが特に好ましい。
【０１２７】
　「エステルワックス」という表現は、本発明によれば、少なくとも1個のエステル官能
基を含むワックスを意味すると理解される。「アルコールワックス」という表現は、本発
明によれば、少なくとも1個のアルコール官能基を含む、即ち少なくとも1個の遊離ヒドロ
キシル(OH)基を含むワックスを意味すると理解される。
【０１２８】
　特に、エステルワックスとしては、好ましくは、以下から選択されるものを使用するこ
とができる:
i) 式R1COOR2(式中、R1及びR2は、直鎖状、分枝状又は環状の脂肪族鎖を表し、その原子
の数は、10から50まで様々であり、ヘテロ原子、例えばO、N又はPを含有してもよい)のワ
ックスであって、その融点は、25℃から120℃まで様々であるワックス。特に、エステル
ワックスとしては、C20～C40アルキル(ヒドロキシステアリルオキシ)ステアレート(アル
キル基が20から40個の炭素原子を含む)を単独で若しくは混合物として、又はC20～C40ア
ルキルステアレートを使用することができる。そのようなワックスは、とりわけ、Koster
 Keunen社によって名称Kester Wax K 82 P(登録商標)、Hydroxypolyester K 82 P(登録商
標)、Kester Wax K 80 P(登録商標)及びKester Wax K82Hで販売されている。
モンタン酸(オクタコサン酸)グリコール及びブチレングリコール、例えばClariant社によ
って販売されているワックスLicowax KPS Flakes(INCI名:モンタン酸グリコール)も使用
することができる。
ii) Heterene社によって名称Hest 2T-4S(登録商標)で販売されているビス(1,1,1-トリメ
チロールプロパン)テトラステアレート、
iii) 一般式R3-(-OCO-R4-COO-R5)[式中、R3及びR5は、同一であるか又は異なり、好まし
くは同一であり、C4～C30アルキル基(4から30個の炭素原子を含むアルキル基)を表し、R4
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は、1個又は複数の不飽和基を含有してもしなくてもよい、直鎖状又は分枝状のC4～C30脂
肪族基(4から30個の炭素原子を含むアルキル基)を表し、好ましくは直鎖状で不飽和であ
る]のジカルボン酸のジエステルワックス、
iv) 直鎖状又は分枝状のC8～C32脂肪鎖を有する動物又は植物油の接触水素添加によって
得られるワックス、例えば、水添ホホバ油、水添ヒマワリ油、水添ヒマシ油、水添ヤシ油
等、更にはセチルアルコールでエステル化されたヒマシ油の水素添加によって得られるワ
ックス、例えばSOPHIM社によって名称Phytowax ricin 16L64(登録商標)及び22L73(登録商
標)で販売されているものも挙げることができる。そのようなワックスは、特許出願FR-A-
2792190に記載されており、及びステアリルアルコールでエステル化されたオリーブ油の
水素添加によって得られるワックス、例えば名称Phytowax Olive 18 L 57で販売されてい
る製品である、或いは、
v) ビーズワックス、合成ビーズワックス、ポリグリセロール化ビーズワックス、カルナ
ウバワックス、キャンデリラワックス、オキシプロピレン化ラノリンワックス、コメヌカ
ワックス、オウリキュリーワックス、エスパルトワックス、コルク繊維ワックス、サトウ
キビワックス、ジャパンワックス、ハゼワックス、モンタンワックス、オレンジワックス
、ローレルワックス及び水添ホホバワックス。
【０１２９】
　別の実施形態によれば、極性ワックスは、アルコールワックスであってもよい。本発明
によれば、「アルコールワックス」という用語は、少なくとも1個のアルコール官能基を
含む、即ち少なくとも1個の遊離ヒドロキシル(OH)基を含むワックスを意味する。
【０１３０】
　挙げることができるアルコールワックスには、例えば、New Phase Technologies社製の
ワックスPerformacol 550-L Alcohol、ステアリルアルコール及びセチルアルコールが含
まれる。
【０１３１】
　第2の実施形態によれば、極性ワックスは、シリコーンワックス、例えばシリコーン処
理ビーズワックス、又はアルキルジメチコン、例えばMomentive Performance Materials
社によって参照名SF1642で販売されているC30～C45アルキルジメチコンであってもよい。
【０１３２】
　好ましくは、本発明による組成物は、極性ワックス、特に極性ハードワックス、とりわ
け極性炭化水素系ワックスの含有率が、組成物の総質量に対して1質量%から25質量%、更
に良好には組成物の総質量に対して1質量%から8質量%、特に1質量%から5質量%の範囲のワ
ックスである。
【０１３３】
無極性ワックス
　本発明による組成物は、少なくとも1種の無極性ワックスを含んでもよい。
【０１３４】
　本発明の目的では、「無極性ワックス」という用語は、下記に定義する25℃での溶解度
パラメータδaが、0(J/cm3)1/2に等しいワックスを意味する。
【０１３５】
　無極性ワックスは、特に、炭素及び水素原子のみから構成され、ヘテロ原子、例えばN
、O、Si及びPを含まない炭化水素系ワックスである。
【０１３６】
　特に、「無極性ワックス」という表現は、無極性ワックスでない他のタイプのワックス
も含む混合物ではなく、無極性ワックスのみから構成されるワックスを意味すると理解さ
れる。
【０１３７】
　本発明に好適な無極性ワックスの例示としては、とりわけ、炭化水素系ワックス、例と
して、マイクロクリスタリンワックス、パラフィンワックス、オゾケライト、ポリエチレ
ンワックス、及びこれらの混合物を挙げることができる。
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【０１３８】
　挙げることができるポリエチレンワックスには、New Phase Technologies社によって販
売されているPerformalene 500-L Polyethylene及びPerformalene 400 Polyethyleneが含
まれる。
【０１３９】
　挙げることができるオゾケライトは、Ozokerite Wax SP 1020 Pである。
【０１４０】
　使用することができるマイクロクリスタリンワックスとしては、Sonneborn社によって
販売されているMultiwax W 445(登録商標)、並びにParamelt社によって販売されているMi
crowax HW(登録商標)及びBase Wax 30540(登録商標)を挙げることができる。
【０１４１】
　本発明による組成物中で無極性ワックスとして使用することができるマイクロワックス
としては、とりわけ、ポリエチレンマイクロワックス、例えばMicro Powders社によって
名称Micropoly 200(登録商標)、220(登録商標)、220L(登録商標)及び250S(登録商標)で販
売されているものを挙げることができる。
【０１４２】
色素
　本発明による組成物は、少なくとも1種の色素を含む。
【０１４３】
　この(又はこれらの)色素は、好ましくは、粉末物質、脂溶性染料及び水溶性染料、並び
にこれらの混合物から選択される。
【０１４４】
　好ましくは、本発明による組成物は、少なくとも1種の粉末色素を含む。粉末色素は、
顔料及び真珠光沢剤、好ましくは顔料から選択することができる。
【０１４５】
　顔料は、白色又は有色であってよく、無機及び/又は有機であってよく、コーティング
されていてもいなくてもよい。無機顔料の中では、金属酸化物、特に、任意選択で表面処
理された二酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化亜鉛又は酸化セリウム、更には酸化鉄、
酸化チタン又は酸化クロム、マンガンバイオレット、ウルトラマリンブルー、クロム水和
物及びフェリックブルーを挙げることができる。挙げることができる有機顔料の中には、
カーボンブラック、D&Cタイプの顔料、及びコチニールカルミンベース又はバリウム、ス
トロンチウム、カルシウム若しくはアルミニウムベースのレーキがある。
【０１４６】
　真珠光沢剤は、白色真珠光沢顔料、例えばチタン又はオキシ塩化ビスマスでコーティン
グされたマイカ、有色真珠光沢顔料、例えば酸化鉄を含むチタンマイカ、特にフェリック
ブルー又は酸化クロムを含むチタンマイカ、上述のタイプの有機顔料を含むチタンマイカ
、更にはオキシ塩化ビスマスベースの真珠光沢顔料から選択することができる。
【０１４７】
　脂溶性染料は、例えば、Sudan Red、D&C Red 17、D&C Green 6、β-カロテン、ダイズ
油、Sudan Brown、D&C Yellow 11、D&C Violet 2、D&C Orange 5、キノリンイエロー及び
アナトーである。
【０１４８】
　好ましくは、本発明による組成物中に含有される顔料は、金属酸化物から選択される。
【０１４９】
　これらの色素は、組成物の総質量に対して0.01質量%から30質量%、特に、組成物の総質
量に対して3質量%から22質量%の範囲の含有率で存在してもよい。
【０１５０】
　好ましくは、色素は、組成物の総質量に対して2質量%以上、有利には、組成物の総質量
に対して両端を含めて3質量%から22質量%の間の含有率で存在する1種又は複数の金属酸化
物から選択される。
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【０１５１】
フィラー
　本発明による組成物はまた、少なくとも1種のフィラーを含んでもよい。
【０１５２】
　フィラーは、当業者に周知であり、化粧用組成物中で一般的に使用されるものから選択
することができる。フィラーは、無機又は有機であってよく、層状又は球状であってよい
。タルク、マイカ、シリカ、カオリン、ポリアミド粉末、例としてAtochem社によって名
称Orgasol(登録商標)で販売されているNylon(登録商標)、ポリ-β-アラニン粉末及びポリ
エチレン粉末、テトラフルオロエチレンポリマーの粉末、例としてTeflon(登録商標)、ラ
ウロイルリシン、デンプン、窒化ホウ素、膨張ポリマー中空微小球、例えばポリ塩化ビニ
リデン/アクリロニトリルのもの、例としてNobel Industrie社によって名称Expancel(登
録商標)で販売されている製品、アクリル粉末、例えばDow Corning社によって名称Polytr
ap(登録商標)で販売されているもの、ポリメタクリル酸メチル粒子及びシリコーン樹脂マ
イクロビーズ[例えばToshiba社製のTospearls(登録商標)]、沈降炭酸カルシウム、炭酸マ
グネシウム及び炭酸水素マグネシウム、ヒドロキシアパタイト、中空シリカ微小球[Mapre
cos社製のSilica Beads(登録商標)]、ガラス又はセラミックマイクロカプセル、8から22
個の炭素原子、特に12から18個の炭素原子を有する有機カルボン酸に由来する金属石けん
、例えばステアリン酸亜鉛、マグネシウム又はリチウム、ラウリン酸亜鉛及びミリスチン
酸マグネシウムを挙げることができる。
【０１５３】
　フィラーは、組成物の総質量に対して0.1質量%から15質量%、特に0.5質量%から10質量%
を占めてもよい。
【０１５４】
化粧用活性剤
　本発明による組成物はまた、少なくとも1種の化粧用活性剤を含んでもよい。
【０１５５】
　本発明による組成物中で使用することができる化粧用活性剤としては、とりわけ、抗酸
化剤、保存剤、香料、中和剤、皮膚軟化剤、コアレッサー(coalescer)、保湿剤、ビタミ
ン及び遮蔽剤、特に日焼け止め剤、並びにこれらの混合物を挙げることができる。
【０１５６】
　言うまでもなく、当業者は、任意選択の追加成分及び/又はその量を慎重に選択して、
本発明による組成物の有利な特性が、想定される添加によって悪影響を受けない又は実質
的に受けないようにする。
【０１５７】
　好ましくは、本発明による組成物は、リーブイン組成物である。有利には、組成物は、
メイクアップ組成物、特にマスカラである。
【０１５８】
油又は有機溶媒
　本発明による組成物は、少なくとも1種の油又は有機溶媒を含んでもよい。
【０１５９】
　本発明による組成物は、特に、少なくとも1種の不揮発性油、少なくとも1種の揮発性油
、及びこれらの混合物から選択される少なくとも1種の油を含んでもよい。
【０１６０】
不揮発性油
　「油」という用語は、室温及び大気圧で液体である脂肪物質を意味する。
【０１６１】
　「不揮発性油」という用語は、室温及び室圧で皮膚又はケラチン繊維上に残存する油を
意味する。より正確には、不揮発性油は、厳密に0.01mg/cm2/分未満の蒸発速度を有する
。
【０１６２】
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　この蒸発速度を測定するために、試験すべき油又は油混合物15gを直径7cmの結晶皿に入
れ、これを、25℃の温度で温度調節され、50%の相対湿度で湿度測定調節された約0.3m3の
大型チャンバ内の天秤に載せる。前記油又は前記混合物を含有する結晶皿の上方の垂直位
置に置いた送風機(Papst-Motoren社、参照名8550N、2700rpmで回転)によって、羽根を結
晶皿の底部から20cm離して結晶皿の方に向けて換気を行いながら、液体を、撹拌せずに自
由に蒸発させる。結晶皿に残存する油の質量を、一定の間隔で測定する。蒸発速度は、単
位面積(cm2)及び単位時間(分)当たりの蒸発した油のmgで表される。
【０１６３】
　前記少なくとも1種の不揮発性油は、炭化水素系油及びシリコーン油、並びにこれらの
混合物、好ましくは炭化水素系油から選択することができる。
【０１６４】
　本発明に好適な不揮発性炭化水素系油は、特に
-　植物起源の炭化水素系油、例えばグリセロールの脂肪酸エステルからなるトリグリセ
リド、その脂肪酸は、鎖長がC4からC28の範囲であってよく、これらの脂肪酸は、場合に
より直鎖状又は分枝状で飽和又は不飽和であり、これらの油は、とりわけ、コムギ胚芽油
、ヒマワリ油、ブドウ種子油、ゴマ油、コーン油、アプリコット油、ヒマシ油、シア油、
アボカド油、オリーブ油、ダイズ油、スイートアーモンド油、アブラナ種子油、綿実油、
ヘーゼルナッツ油、マカデミア油、ホホバ油、パーム油、アルファルファ油、ケシ油、カ
ボチャ油、ゴマ油、マロー油、アブラナ種子油、ブラックカラント油、月見草油、キビ油
、オオムギ油、キノア油、ライムギ油、サフラワー油、ククイナッツ油、トケイソウ油及
びモスカータバラ油、或いはカプリル酸/カプリン酸トリグリセリド、例えば、Steariner
ies Dubois社によって販売されているもの又はSasol社によって名称Miglyol 810(登録商
標)、812(登録商標)及び818(登録商標)で販売されているものである、
-　10から40個の炭素原子を含有する合成エーテル、
-　本発明によるポリマー以外の鉱物又は合成起源の直鎖状又は分枝状の炭化水素、例え
ばワセリン、ポリブテン、ポリデセン及びスクワラン、並びにこれらの混合物、
-　合成エステル、例えば式R1COOR2(式中、R1は、1から40個の炭素原子を含有する直鎖状
又は分枝状の脂肪酸残基を表し、R2は、1から40個の炭素原子を含有するとりわけ分枝状
の炭化水素系鎖を表し、但し、R1+R2≧10であることを条件とする)の油、例として、ピュ
アセリンオイル(オクタン酸セトステアリル)、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸
イソプロピル、C12からC15安息香酸アルキル、ラウリン酸ヘキシル、アジピン酸ジイソプ
ロピル、イソノナン酸イソノニル、パルミチン酸2-エチルヘキシル、イソステアリン酸イ
ソステアリル、オクタン酸、デカン酸又はリシノール酸アルキル又はポリアルキル、例え
ばジオクタン酸プロピレングリコール、ヒドロキシル化エステル、例えば乳酸イソステア
リル及びリンゴ酸ジイソステアリル、並びにペンタエリスリトールエステル、
-　12から26個の炭素原子を含有する分枝状及び/又は不飽和の炭素系鎖を有する、室温で
液体である脂肪族アルコール、例として、オクチルドデカノール、イソステアリルアルコ
ール、オレイルアルコール、2-ヘキシルデカノール、2-ブチルオクタノール及び2-ウンデ
シルペンタデカノール、並びに
-　高級脂肪酸、例えばオレイン酸、リノール酸又はリノレン酸、並びにこれらの混合物
から選択することができる。
【０１６５】
　本発明に好適な不揮発性シリコーン油は、特に以下から選択することができる:
-　本発明による組成物中で使用することができる不揮発性シリコーン油は、不揮発性ポ
リジメチルシロキサン(PDMS)、ペンダント基である及び/又はシリコーン鎖の末端にある
アルキル又はアルコキシ基を含み、各基が2から24個の炭素原子を含有するポリジメチル
シロキサン、フェニルシリコーン、例として、フェニルトリメチコン、フェニルジメチコ
ン、フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコン、ジフェ
ニルメチルジフェニルトリシロキサン、並びに2-フェニルエチルトリメチルシロキシシリ
ケートであってもよい。
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【０１６６】
　本発明による組成物は、任意選択で、少なくとも1種の植物起源の炭化水素系不揮発性
油、例えばグリセロールの脂肪酸エステルからなるトリグリセリド(その脂肪酸は、鎖長
がC4からC28の範囲であってよい)、特にパーム油及び水添ホホバ油を含む。本発明による
組成物は、好ましくは、不揮発性シリコーン油を含まない。
【０１６７】
　本発明による組成物は、好ましくは、不揮発性油を含まない。しかし、本発明による組
成物中の不揮発性油の総含有率は、組成物の総質量に対して0.01質量%から10質量%、特に
8質量%未満、好ましくは5質量%未満の範囲であってもよい。
【０１６８】
　好ましい一実施形態によれば、本発明による組成物は、組成物の総質量に対して3質量%
未満の不揮発性油を含む。
【０１６９】
揮発性油
　本発明による組成物は、少なくとも1種の揮発性油を含んでもよい。
【０１７０】
　「揮発性油」という用語は、室温及び大気圧で、皮膚と接触して1時間未満で蒸発する
ことができる油(又は非水性媒体)を意味する。揮発性油は、室温で液体である化粧用揮発
性油である。より具体的には、揮発性油は、両端を含めて0.01から200mg/cm2/分の間の蒸
発速度を有する。
【０１７１】
　この揮発性油は、炭化水素系であってもよい。
【０１７２】
　揮発性炭化水素系油は、7から16個の炭素原子を含有する炭化水素系油から選択するこ
とができる。
【０１７３】
　本発明による組成物は、1種又は複数の揮発性分枝状アルカンを含有してもよい。「1種
又は複数の揮発性分枝状アルカン」という表現は、任意の「1種又は複数の揮発性分枝状
アルカン油」を意味する。
【０１７４】
　7から16個の炭素原子を含有する揮発性炭化水素系油としては、とりわけ、C8～C16分枝
状アルカン、例として、C8～C16イソアルカン(イソパラフィンとしても知られている)、
イソドデカン、イソデカン、イソヘキサデカン、及び例えば商品名Isopar又はPermethyl
で販売されている油、C8～C16分枝状エステル、例えばネオペンタン酸イソヘキシル、並
びにこれらの混合物を挙げることができる。好ましくは、8から16個の炭素原子を含有す
る揮発性炭化水素系油は、イソドデカン、イソデカン及びイソヘキサデカン、並びにこれ
らの混合物から選択され、とりわけイソドデカンである。
【０１７５】
　本発明による組成物は、1種又は複数の揮発性直鎖状アルカンを含有してもよい。「1種
又は複数の揮発性直鎖状アルカン」という用語は、任意の「1種又は複数の揮発性直鎖状
アルカン油」を意味する。
【０１７６】
　本発明に好適な揮発性直鎖状アルカンは、室温(約25℃)及び大気圧(760mmHg)で液体で
ある。
【０１７７】
　本発明に好適な「揮発性直鎖状アルカン」は、室温(25℃)及び大気圧(760mmHg、即ち10
1325Pa)で、皮膚と接触して1時間未満で蒸発することができ、室温で液体であり、とりわ
け室温(25℃)及び大気圧(760mmHg)で0.01から15mg/cm2/分の範囲の蒸発速度を有する、化
粧用直鎖状アルカンを意味する。
【０１７８】
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　好ましくは植物起源の直鎖状アルカンは、7から15個の炭素原子、特に9から14個の炭素
原子、より特定すると11から13個の炭素原子を含む。
【０１７９】
　本発明における使用に好適な直鎖状アルカンの例として、Cognis社による特許出願WO20
07/068371又はWO2008/155059に記載されたアルカン(少なくとも1個の炭素が異なる別個の
アルカンの混合物)を挙げることができる。これらのアルカンは、それ自体がヤシ油又は
パーム油から得られる脂肪族アルコールから得られる。
【０１８０】
　本発明に好適な直鎖状アルカンの例としては、n-ヘプタン(C7)、n-オクタン(C8)、n-ノ
ナン(C9)、n-デカン(C10)、n-ウンデカン(C11)、n-ドデカン(C12)、n-トリデカン(C13)、
n-テトラデカン(C14)及びn-ペンタデカン(C15)、並びにこれらの混合物、特に、Cognis社
による特許出願WO2008/155059の実施例1に記載されたn-ウンデカン(C11)とn-トリデカン(
C13)との混合物を挙げることができる。Sasol社によって参照名Parafol 12-97及びParafo
l 14-97でそれぞれ販売されているn-ドデカン(C12)及びn-テトラデカン(C14)、更にはこ
れらの混合物も挙げることができる。
【０１８１】
　直鎖状アルカンは、単独で、又は少なくとも1個の炭素数が互いに異なる少なくとも2種
の別個のアルカンの混合物、とりわけ少なくとも2個の炭素数が互いに異なる10から14個
の別個の炭素原子を含む少なくとも2種の直鎖状アルカンの混合物、特にC11/C13揮発性直
鎖状アルカンの混合物又はC12/C14直鎖状アルカンの混合物、特にn-ウンデカン/n-トリデ
カン混合物(そのような混合物は、WO2008/155059の実施例1又は実施例2に従って得ること
ができる)として使用することができる。
【０１８２】
　一変形形態として又は追加的に、調製される組成物は、化粧用の使用に適合する少なく
とも1種の揮発性シリコーン油又は溶媒を含んでもよい。
【０１８３】
　「シリコーン油」という用語は、少なくとも1個のケイ素原子を含有し、とりわけSi-O
基を含有する油を意味する。一実施形態によれば、前記組成物は、組成物の総質量に対し
て10質量%未満、更に良好には5質量%未満の揮発性シリコーン油を含み、又は揮発性シリ
コーン油を含まないことさえある。
【０１８４】
　挙げることができる揮発性シリコーン油には、環状ポリシロキサン及び直鎖状ポリシロ
キサン、並びにこれらの混合物が含まれる。挙げることができる揮発性直鎖状ポリシロキ
サンには、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラ
シロキサン、テトラデカメチルヘキサシロキサン及びヘキサデカメチルヘプタシロキサン
が含まれる。挙げることができる揮発性環状ポリシロキサンには、ヘキサメチルシクロト
リシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサ
ン及びドデカメチルシクロヘキサシロキサンが含まれる。
【０１８５】
　一変形形態として又は追加的に、調製される組成物は、少なくとも1種の揮発性フルオ
ロ油を含んでもよい。
【０１８６】
　「フルオロ油」という用語は、少なくとも1個のフッ素原子を含有する油を意味する。
【０１８７】
　挙げることができる揮発性フルオロ油には、ノナフルオロメトキシブタン及びペルフル
オロメチルシクロペンタン、並びにこれらの混合物が含まれる。
【０１８８】
　本発明による組成物は、好ましくは、揮発性油を含まない。しかし、少なくとも1種の
揮発性油が、8質量%未満の総含有率で存在してもよい。特に、揮発性油は、組成物の総質
量に対して5質量%未満の含有率で組成物中に存在してもよい。
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【０１８９】
　好ましい一実施形態によれば、本発明による組成物は、組成物の総質量に対して3質量%
未満の揮発性油を含む。
【０１９０】
アセンブリ
　本発明に好適なケラチン繊維をコーティングするためのアセンブリは、ケラチン繊維を
コーティングするための前記化粧用組成物を塗布するのに好適な塗布具、及び必要に応じ
て、前記組成物を受容するのに好適な包装用具を備えてもよい。特定の実施形態によれば
、そのようなアセンブリは、本発明による組成物を加熱するための手段を備えてもよい。
【０１９１】
加熱手段
　本発明による組成物は、塗布前及び/又は塗布中に加熱手段に供してもよい。
【０１９２】
　これらの加熱手段は、ケラチン繊維をコーティングするためのアセンブリに、より特定
するとケラチン繊維をコーティングするための前記化粧用組成物を塗布するのに好適な塗
布具に、及び任意選択で、必要に応じて、前記組成物を受容するのに好適な包装用具に一
体的に固定されてもよい。
【０１９３】
　その場合、これらの加熱手段は、脂肪相の少なくとも一部、とりわけ界面活性剤系の少
なくとも一部、及び必要に応じてソフトワックスの少なくとも一部、及び任意選択でハー
ドワックス粒子の少なくとも一部を溶融させるのに好適である。ワックス粒子は、結晶性
鎖の一部のみが溶融するように、温度Tcに加熱される。
【０１９４】
　加熱手段はまた、加熱される組成物と接触してもよく、又は組成物に面していてもよい
。
【０１９５】
　組成物は、包装用具中に含有されたまま、加熱されてもよい。
【０１９６】
　組成物は、周囲空気に少なくとも部分的に曝露されたまま、加熱されてもよい。
【０１９７】
　組成物は、45℃以上、又は更に50℃以上、又は更に55℃以上の温度に局所的に加熱され
てもよい。組成物の温度は、塗布時に火傷するリスクを伴うべきでない。そのため、組成
物を塗布前に加熱する場合、組成物を加熱する時点とケラチン物質への塗布との間に、待
ち時間が場合により必要となり得る。
【０１９８】
　一実施形態の変形形態によれば、組成物は、ケラチン繊維へのその塗布と同時に加熱さ
れる。
【０１９９】
　別の変形形態によれば、組成物は、ケラチン繊維へのその塗布前及び塗布中に加熱され
る。
【０２００】
　組成物の少なくとも一部を加熱する温度は、両端を含めて45℃から95℃、更に良好には
50℃から85℃、更により良好には55℃から75℃の間であってよい。
【０２０１】
　温度は、例えば、赤外線高温計、例えばFluke(登録商標)ブランドの機器を使用して表
面で測定することができる。
【０２０２】
　本発明による組成物は、固体状態から少なくとも部分的に液体、又は更に完全に液体の
状態へと移行することができ、且つ可逆的に移行することができる。
【０２０３】
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　固体/液体の状態変化は、結晶部分、特に本明細書において先に記載したワックスの溶
融に少なくとも部分的に起因する。
【０２０４】
　組成物の全融解熱は、-20℃から120℃の間で組成物によって消費される熱量である。組
成物の全融解熱は、示差走査熱量計(DSC)、例えばTA Instruments社によって名称MDSC 29
20で販売されている熱量計を使用して、標準ISO 11357-3:1999に従って1分当たり5℃又は
10℃の昇温で得られたサーモグラムの曲線下面積に等しい。
【０２０５】
測定プロトコール:
　組成物の試料5mgをるつぼに入れ、10℃/分の加熱速度で-20℃から120℃の範囲の第1の
昇温に供し、次いで、10℃/分の冷却速度で120℃から-20℃に冷却する。試料を-20℃で5
分間維持し、最後に、5℃/分の加熱速度で-20℃から100℃の範囲の第2の昇温に供する。
【０２０６】
　第2の昇温中に、空のるつぼが吸収する力と、組成物の試料を含有するるつぼが吸収す
る力との差の変動を、温度の関数として測定する。化合物の融点は、吸収された力の差の
変動を温度の関数として表す曲線のピークの頂部に相当する温度の値である。
【０２０７】
　温度Tcで消費される組成物の融解熱は、化合物を-20℃での固体又は非常に粘性の状態
から温度Tcでの組成物の状態へと移行させるのに必要とされるエネルギーの量である。こ
れは、J/gで表される。
【０２０８】
　本発明の一実施形態によれば、組成物は、-20℃からTcの間で製品によって消費される
熱量の、-20℃から120℃の間で消費される全熱量に対する比が、0.4超となるように選択
される。
【０２０９】
　この関係は、例えば、組成物の温度Tcが45℃から80℃の間の場合に確認される。
【０２１０】
　したがって、加熱手段によって組成物が至る温度Tcの選択は、前記比が0.4超、例えば
両端を含めて0.4から0.9の間となるように行うことができる。言い換えると、加熱は、組
成物の試料を温度Tcに加熱するために供給される熱量の全熱量に対する比が、0.4以上と
なるような温度まで実施され、そのようなパラメータは、上記のDSCプロトコールに従っ
て測定される。
【０２１１】
　塗布中、加熱された組成物のみが、ケラチン繊維、例えばまつ毛と接触することができ
る。
【０２１２】
塗布具
　塗布具は、特に歯、毛又は他の突出部の形態の、まつ毛又は眉毛等のケラチン繊維を滑
らかにする及び/又は分離するための手段を備えてもよい。
【０２１３】
　塗布具は、組成物をまつ毛又は眉毛に塗布するように構成され、例えばブラシ又はコー
ムを備えてもよい。
【０２１４】
　塗布具はまた、組成物でメイクアップした又は組成物を付加したまつ毛又は眉毛の領域
にわたって、メイクアップの仕上げのために使用することもできる。
【０２１５】
　ブラシは、ねじれた芯と、芯の巻き目の間に保持された毛とを備えてもよく、又は更に
別の様式で作製されてもよい。
【０２１６】
　コームは、例えば、プラスチックの成型によって単一部品から製造される。
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　ある特定の例示的な実施形態では、塗布部材は、棒の端部に設置され、この棒は可撓性
であってもよく、これは、塗布中の心地良さの改善に寄与し得る。
【０２１８】
包装用具
　包装用具は、ケラチン繊維をコーティングするための組成物を収容するための容器を備
えてもよい。その場合、この組成物は、塗布具を容器中に浸すことによって容器から取り
出すことができる。
【０２１９】
　この塗布具は、容器を閉鎖するための部材にしっかりと取り付けられてもよい。この閉
鎖部材は、塗布具を把持するための部材を形成してもよい。この把持部材は、任意の好適
な手段、例えばねじ留め、クリック固定(click-fastening)、はめ込み等によって、前記
容器の上に取り外し可能に設置されるキャップを形成してもよい。したがって、そのよう
な容器は、前記塗布具を着脱可能に収容することができる。
【０２２０】
　この容器は、塗布具によって取り出された製品の余剰分を除去するのに好適な払拭部を
任意選択で備えていてもよい。
【０２２１】
　本発明による組成物をまつ毛又は眉毛に塗布するための方法はまた、以下の工程:
-　化粧用組成物の付着物をまつ毛又は眉毛の上に形成する工程と、
-　付着物をまつ毛又は眉毛の上に放置することにより、付着物が乾燥することが可能に
なる工程と
を含んでもよい。
【０２２２】
　別の実施形態によれば、塗布具は、製品容器を形成してもよいことに留意されたい。そ
のような場合、容器は、例えば、把持部材中に設けられてもよく、内部チャネルにより、
この把持部材を突出した塗布部材に内部接続させることができる。
【０２２３】
　最後に、包装及び塗布アセンブリは、キットの形態であってもよく、塗布具及び包装用
具を同じ包装物品中に別々に収容することが可能であることに留意されたい。
【０２２４】
　上記及び以下の例は、本発明の例示として示すものであり、その範囲を限定するもので
はない。
【実施例】
【０２２５】
　本発明によるマスカラ組成物C1からC5を調製し、評価した。
【０２２６】
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【表１】

【０２２７】
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1-　前記組成物を調製するためのプロトコール
相Aの調製
　出発物質を、天秤(精度=0.01g)を使用して最初に慎重に量り分ける。相Aの成分を、恒
温油槽によって温度を制御した油が循環するジャケット付き加熱パン中で溶融させる。公
称温度を80℃に設定する。完全に溶融した後、顔料を、Rayneriブレンダーを使用して撹
拌しながら導入する。均質な調製物が得られるまで撹拌を継続する。
【０２２８】
相Bの調製
　水を電気ケトルで95℃に予熱する。ポリマーを、ビーカー中の水に、Rayneriブレンダ
ーを使用して撹拌しながら80℃の温度で導入する。
【０２２９】
相A及びBの混合
　相Bを、相Aに、Rayneriブレンダーを使用して95℃で5分間撹拌しながら注ぎ入れる。次
いで、相A+Bを室温に冷却した。
【０２３０】
相Cの添加
　混合物の温度が40℃以下のときに、相Cを、相A+Bに導入する。
【０２３１】
配合の終了
　このように得られたマスカラを閉鎖した容器に移して、空気と接触して乾燥するのを防
止する。24時間後に、均質性及び顔料の分散の満足性を評価する。
【０２３２】
　本発明外の比較用マスカラ組成物C'1及びC'2を上記の同じ調製プロトコールに従って調
製し、評価した。
【０２３３】
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【表２】

【０２３４】
2-　組成物の評価方法
　調製した組成物を以下に関して評価する:
a)目視による、及び任意選択で分光放射計、例えばMinolta分光測色計をとりわけ0°で使
用してパラメータL*を測定することによって定量することによる黒色強度、L*a*b*系では
、L*の値が小さいほど、色が濃くなる。
b)粘度(Pa.秒)は、レオメータ、例えばRheomatレオメータを用いて25℃で測定することが
できる、
c)メイクアップ結果、特に、
-　滑り(glidance)及び操作時間(再付着、修整)の点で、とりわけユーザーが引っかかり
を感じることなくまつ毛への少なくとも20回のブラシストローク、更に良好には少なくと
も25回のブラシストローク、又は更に少なくとも30回のブラシストロークが可能となる容
易さに関して塗布性を判定することによる塗布時の心地良さ、
-　ある量のマスカラを広げ、硬質感を判定するものである、ガラスプレート上での硬質
性(rigidity)研究によるカールの摩耗特性。
【０２３５】
　更に、組成物をその光沢のある外観:d)によって評価する。
【０２３６】
光沢/輝度測定:
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　組成物の塗布によって生じる付着物の光沢を、Byk Micro TRI Glosseter 60°光沢を使
用して測定する。上表中の組成物A～Bのそれぞれに相当する湿潤生成物を、BYKスクエア
型アプリケータ150ミクロンによってマットコントラストカード上に塗布し、輝度測定を
、塗布の30秒後に湿潤皮膜上で光沢計60°を用いて実施する。
【０２３７】
この光沢計を使用した測定原理
　装置は、ある特定の入射によって分析すべき試料を照明し、鏡面反射の強度を測定する
。反射光の強度は、材料及び照明角度に左右される。非鉄材料(塗料、プラスチック)につ
いては、反射光強度は、照明角度とともに増加する。残りの入射光は、材料を透過し、色
調に応じて、部分的に吸収されるか又は放出される。反射率計の測定結果は、入射光の量
ではなく、規定の屈折率の磨かれた黒色ガラス標準に基づく。測定値を内部標準に対して
正規化し、100の値まで減少させる:この測定標準(standard standard)について、測定値
を100グロスユニットに設定する(較正)。測定値が100に近いほど、試料の光沢度が増す。
単位は、ブライトユニット(bright Unit)(BU)である。
【０２３８】
試験プロトコール
　a-　参照名Form 1A PenopacのLenetaブランドのコントラストカード上に、自動スプレ
ッダを使用して、平均光沢を評価すべき組成物の厚さ30μmの湿潤層を広げる。層は、カ
ードの白色背景及び黒色背景を覆う。
【０２３９】
　b-　広げた30秒後に、Byk Gardnerブランドの参照名microTri-GLOSSの光沢計を利用し
て、吸収性のマット白色背景上で、60°での光沢を測定する(3回の測定)。
【０２４０】
　次いで、異なる試験組成物について得られたBU単位の測定値を比較することが必要であ
る。測定値が高いほど、付着物のマット感が低くなる。
【０２４１】
3-　評価測定の結果
【０２４２】

【表３】

【０２４３】
　本発明による組成物C1からC5は、所望の特性を兼ね備え、即ち、
-　L*値が10未満の強い黒色色調、
-　同時に、25℃での粘度値が5Pa.秒超で適正なレオロジーも有することにより、操作時
間及びチャージングの点で満足のいくメイクアップ結果をもたらし、
-　同時に、乾燥後に硬質な付着物により、まつ毛の良好な成形及びカールが得られる。
【０２４４】
　組成物C1からC3は、更に非常に光沢のある組成物を得ることを可能にするのに対し、組
成物C4又はC5は、より淡く、くすんでいる。
【０２４５】
　比較用参照組成物C'1及びC'2は、まつ毛のへりの成形及びカールの点で明らかに不満足
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である。更に、組成物C'1は、25℃での粘度が5Pa.秒未満である。更に、組成物C'2は、本
発明による組成物よりも、明らかに弱い黒色である。
【０２４６】
　本発明との関連で、化合物又は化合物のファミリーについて示された質量百分率は、常
に、当該化合物の固体の質量として表されると理解される。
【０２４７】
　本出願全体にわたって、「1つを含む」又は「1つが含まれる」という文言は、別段の指
定がない限り、「少なくとも1つを含む」又は「少なくとも1つが含まれる」を意味する。
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